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国語①【話すこと・聞くこと】 
      

幼児期 小学校   中学校 

～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

 

話し合う 

【みんなで楽しく過ごす

ために】 
●目的や条件を確かめ

る。自分の主張や理
由、根拠を明らかにし
て話し合いに臨む。互
いの考えをよく聞き、
問題点を見つける。考
えを広げる話合いとま
とめる話合いを繰り返
して、結論に向かう。 

対話の練習 

【どちらを選びますか】 
●互いに理由をたくさん挙

げ、質疑応答を通して二
つの立場の違いをはっ
きりさせる。互いの意見
のいいところや問題点
を比べることで、どちら
の考えに説得力がある
かを考える。 

話し合う 

【調べて話そう、生活調

査隊】 

●多くの参加者の意見

が出るように、工夫し

て進行する。出され

た意見や、どうやっ

て決めるかなどを、

黒板などで整理して

示す。自分の立場を

明らかにして、積極

的に発言したり質問

したりする。 

対話の練習 

【山小屋で三日間すご

すなら】 

●互いの考えを認め合

い、全員で出し合う。出

された考えを、仲間分け

して整理する。目的に沿

って、大事なことの順番

を考える。より多くの人

が大事だと考えたもの

を選ぶ。 

対話の練習 

【ことばでみちあんない】 

●初めに、案内する場

所を言い、通る道の

順に説明する。曲が

る所や方向、目印に

なるものをはっきり

という。 

さあ はじめよう 

【いい てんき】 

【あつまって はなそう】 

【どうぞ よろしく】 

【なんて いおうかな】 

【こんな もの みつけ

たよ】 

●対話場面を体験

し、楽しむ学習を

積み重ねる。 

話し合う 

【よりよい学校生活のた

めに】 
●目的や条件、進行計画

に沿って話し合い、考
えを広げたりまとめた
りする。質問を通して互
いの考えをよく聞き、共
通点や異なる点をはっ
きりさせる。立場や考え
方が違う人どうしで話
し合うと、新たな解決方
法が見つかることがあ
る。 

対話の練習 

【あなたなら、どう言う】 

●それぞれの立場や、そ

の人が何を知っている

かによって、感じること

や考えることは違ってく

る。自分がどう思うかだ

けでなく、もしその人の

立場だったらどう思うか

を考える。 

対話の練習 

【いちばん大事なものは】 
●人によって考え方は違

う。その人がなぜそのよ
うに考えるのか、理由や
背景を理解する。他の人
と思いや考えを交流する
ことで、自分の考えを広
げたり、深めたり、新し
い視点を見つけたりす
る。 

言葉の準備運動 

【よく聞いて、じこしょ

うかい】 

●話をよく聞き、短い言

葉ではっきりと話

す。 

言葉の準備運動 

【こんなところが同じ

だね】 
●聞き合って、共通点

を見つける。 

言葉の準備運動 

【教えて、あなたのこと】 
●詳しく質問し、聞き出し

た内容を一文にまとめ
て話す。 

話し合う 

【そうだんにのってく

ださい】 

●話し合いたいこと（話

題）は何か。友達の考

えのよいところと違う

ところはどこか。に気

をつけて話し合う。 

育ってほしい姿 

●友達と関わる中で、

互いの思いや考えな

どを共有し、共通の目

的の実現に向けて、

遊びのルール・グル

ープ名などをつくり上

げるなど、充実感をも

ってやり遂げるように

なる。 

 

●友達と様々な体験を

重ねる中で、「ありが

とう」「ごめんなさい」

など、その場に応じた

言葉を用いるように

なり、自分の行動を振

り返ったり、友達の気

持ちに共感したりする

ようになる。 

 

●身近な事象に積極的

に関わる中で、好奇

心や探究心をもって

考え言葉などで表す

ようになり、新しい考

えを生み出す喜びを

味わうようになる。 

 

●先生や友達と心を通

わせる中で絵本や物

語などに親しみなが

ら、豊かな言葉や表

現を身に付け、言葉

による伝え合いを楽

しむようになる。 

話す・聞く・話し合う 

【ききたいな、ともだち

のはなし】 

●伝えたいことを決め、

二、三文程度で話す。

聞き手の方を向いて話

す。話している友達を

見て、終わりまで聞く。

聞き手は、質問したり、

感想を言ったりする。 

【ともだちの こと、しら

せよう】 

●友達の話のおもしろい

ところ、驚いたところ、

もっと知りたいことを

考えながら聞く。 

【これは、なんでしょう】 

●二人で考えを出し合

い、問題にする物と、ヒ

ントを出す順番を決め

る。分からないことを

尋ねたり、それに答え

たりする。やり取りを聞

いて、問題の答えを考

える。 

聞く 

【ともだちを さがそう】 

●大事なことは何かを

考えて話す。聞くとき

は、大事なことを落と

さないように、メモを

取る。 

【あったらいいな、こん

なもの】 

●相手の考えを詳しく聞

くために、大事なこと

は何かを考えて、質問

する。丁寧な言い方

と、普通の言い方のど

ちらを使うとよいか、

考える。 

聞く 

【もっと知りたい、友

だちのこと】 

●話す人の方を見な

がら聞く。話の内容

や、自分が知りたい

ことをはっきりさせ

る。知りたいことに

ついて、どのように

質問するとよいかを

考える。 

聞く 

【聞き取りメモのくふ

う】 

●必要なことは何かを考

え、大事な言葉を書く。短

い言葉で書く、記号を使

う、箇条書きにするなどし

て、すばやく書く。聞き取

れなかったことは、後で

質問できるように印をし

たり、書くところを空けて

おいたりする。話が終わ

ったら、すぐにメモを読み

返し、書き足すなどして整

理する。 

聞く 

【きいて、きいて、きいて

みよう】 
●ききたいことをはっきり

させて、話の流れに沿
って質問する。相手の
意図を捉えて、話の要
点をまとめたり、内容を
確認したりする。その
質問から、相手は何を
知りたいのかを考えて
話す。質問の意図が分
からなければ、尋ね返
し、確認する。やり取り
を正確に聞いて、要点
をメモに取る。 

聞く 

【聞いて、考えを深めよう】 
●話し手が、目的や話題に

沿って意見を述べ、その
理由や事例として適切な
ものを挙げているかど
うかを確かめる。自分の
考えと比べる、共感した
り納得したりできる点を
取り入れるなどして、考
えを深める。 

話す 

【楽しかったよ、二年生】 

●何について話すのか

考え、そのときのこと

を詳しく書き出す。聞

き取りやすい声の大

きさや速さで話す。 

話す 

【わたしたちの学校じ

まん】 

●聞き手を見て、様子

を確かめる。声の調

子や強弱などを工夫

する。声の調子や強

弱などを工夫する。

伝えたいことに合う

理由や資料を選ぶ。 

話す 

【調べて話そう、生活調

査隊】 

●声の大きさや速さ、強

弱、間の取り方に気をつ

けて、大事なことが伝わ

るように話す。表やグラ

フなどの資料を見せな

がら、聞く人に分かりや

すく話す。 

話す 

【提案しよう、言葉とわた

したち】 
●自分の体験や調べた事

実など、具体的な理由を
入れて話す。事実と感
想、意見とを区別して話
す。提案内容や図表な
どを資料にまとめて、提
示する。 

話す 

【今、私は、ぼくは】 
●聞き手の知識や興味・関

心に合わせて、資料を考
える。情報を絞ったり、
図表を使ったりして、効
果的な資料を作る。聞き
手の反応を確かめなが
ら、話し方や表現を工夫
する。 

話す 

【話の構成を工夫し

よう】 
●話の構成を考えて魅力

的なスピーチをする。 

【一年間の学びを振

り返ろう】 
●聞き手の反応に注意し

ながら話す。 

討論 

【異なる立場から考

える】 
●異なる立場や考えを尊

重しながら考える。 

【立場を尊重して話

し合おう】 
●異なる立場の人と話し

合う。 

話す 

【魅力的な提案をし

よう】 
●話の構成や資料を工夫

して相手の心を動かす
提案をする。 

【国語の学びを振り

返ろう】 
●互いの立場や考えを尊

重し、考えをまとめる。 

聞く 

【問いを立てながら

聞く】 
●話の要点を捉え、筋道

が通っているかを検討
する。 

【聞き上手になろ

う】 
●質問で思いや考えを引

き出す。 

話し合う 

【話し合いの展開を

捉える】 
●話合いの展開を捉え

る。 

【話題や展開を捉え

て話し合おう】 
●話題や展開を捉えて話

し合う。 

聞く 
【情報を的確に聞き

取る】 
●必要な情報を的確に聞

き取り、メモを取る 
●質問で話を引き出す。 

議論 

【話し合いを効果的

に進める】 
●論点を整理し、展開を

捉えて話し合う。 

【合意形成に向けて

話し合おう】 
●話し合って合意を形成

する。 

聞く 

【評価しながら聞く】 
●内容や表現のしかたを

評価しながら聞く。 

【聞き上手になろう】 
●質問で相手の思いに迫

る。 

言葉の準備運動 

【つないで、つないで、一

つのお話】 
●話の内容を的確に捉え

て聞き、お話をつなげ
る。 

音読・発表 
【声を届ける】 
●「声を届ける」ことへの意

識を高める活動を通し
て、「声を届ける」ための
基本を学ぶ。 

話す 
【説得力のある構成
を考えよう】 
●聞き手の心に訴えるス

ピーチをする。 

【三年間の歩みを振

り返ろう】 
●場の状況によって言葉

を選び、考えを分かり
やすく伝える。 

言葉の準備運動 

【じゅんばんに ならぼ

う】 

●話をよく聞き、声を掛

け合う。 

話し合う 

【はんで意見をまとめ

よう】 

●話合いの目的や進

め方と、自分の役

割。どうやってきめ

るのか。友達の考え

と同じところ、違うと

ころ。を考えながら

話し合う。 

・単元で身につける内容を意識して 

 言語活動等を設定する。 

・児童生徒が考える場面と教師が教える 

 場面を効果的に設定する。 
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国語②【書くこと】 
      

幼児期 小学校   中学校 

～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

 

情報整理・情報収集 

【多様な方法で情報を集

めよう】 
●多様な情報を集め、考

えをまとめる。 
【メディアの特徴を生か

して情報を集めよう】 
●目的や意図に応じて、

多様な方法で情報を
集める。 

情報整理・情報収集 

【書き留める】 

●ノートを見やすく、わ
かりやすく書くための
工夫に気づかせ、今
後の学習の中で実際
に生かせるようにす
る。 

【言葉を調べる】 

●辞書の引き方、調べ方
の基本を押さえ、今後
の学習の中で実際に
生かせるようにする。 

【情報を整理して書こう】 

●伝えたいことを明確に
して説明する。 

【情報を引用しよう】 

●情報を適切に引用す
る。 

●集めた情報からテー
マを決める。 

報告・提案 

【私たちにできること】 
●「現状や問題点を整理

し、提案の理由を明確
にする」「提案の内容
を具体的に示す」「提
案が実現したときの効
果を示す」ことに気を
つけて、提案する文章
を構成する。 

報告・提案 

【みんなが過ごしやすい

町へ】 
●調べたことを報告する

ときは、「調べたきっ
かけ」「調べ方」「調べ
て分かったこと」「まと
め」などのまとまりに
分けて書く。目的に応
じて必要な資料を引
用したり、写真や図表
を用いたりして、自分
の考えを区別して書
く。 

報告・提案 

【新聞を作ろう】 
●伝えたいことの中心

を明らかにする。文章
の書きだしに、最も伝
えたいことを書く。見
出しに、伝えたいこと
を短く示す。写真や図
表を組み合わせて、
分かりやすく示す。 

情報整理・情報収集 

【文章の種類を選んで書

こう】 
●文章の種類を選び、構

成を工夫して魅力的
な紙面を編集する。 

【報道文を比較して読も

う】 
●報道文を比較して読

む。 

報告・提案 

【仕事のくふう、見つけ

たよ】 
●伝えたいことを内容の

まとまりに分ける。分
かったことと考えたこ
とを区別して書く。分
かりやすい絵や写真
を使う。 

報告・提案 

【こんな もの、見つけた

よ】 
●「初め」に、何を知らせ

たいかを書く。「中」
に、知らせたいことを、
詳しく書く。「終わり」
に、まとめの言葉を書
く。 

意見・批評 

【根拠の適切さを考えて

書こう】 
●適切な根拠を選び、構

成などを工夫して明確
な意見文を書く。 

意見・批評 

【根拠を示して説明しよ

う】 
●根拠を明確にして自分

の考えを伝える。 

意見・批評 

【多角的に分析して書こ

う】 
●説得力のある批評文を

書く 

創作 

【構成や描写を工夫して

書こう】 
●構成や描写を考えて、

印象に残る随筆を書
く。 

【詩の世界】 
●詩を作る。 

多様な文種 

【お礼の気持ちを伝え

よう】 
●何に対して、どんな気

持ちなのかを書く。 
●手紙の型に沿って、

丁寧な言葉を使って
書く。 

多様な文種 

【気もちをこめて「来て

ください】 
●相手が来るために必

要なことを考える。来
てほしい気持ちを伝
える。丁寧な言葉を
使い、文字を正しく書
く。 

【これがわたしのお気

に入り】 
●内容や書き方につい

て、どう思ったのかを
詳しく伝える。自分の
文章に対する感想を
知ると、内容や書き方
のよいところがよく
分かる。 

多様な文種 

【きょうの できごと】 

●したこと、見たこと、見
つけたもの、言ったこ
と、聞いたこと、思っ
たことを書く。いつも
することを続けて書
いてもよい。 

【かんさつ名人に なろう】 

●見たり、触ったり、に
おいをかいだりして、
丁寧に観察する。 

【すてきなところをつたえ

よう】 

●内容ごとに、まとまり
を作る。書いた文章を
読み返して、間違い
がないかを確かめ
る。 

推敲 

【表現の効果を考える】 
●表現の効果に着目し

て推敲する。 

推敲 

【読み手の立場に立つ】 
●読み手の立場に立って

推敲する。 

創作 

【たのしみは】 
●伝えたい思いや、その

ときの様子を思い出し
て、言葉を選んだり、
並べ方を変えたりする
など工夫する。 

創作 

【日常を十七音で】 
●どうすると感動が伝わ

るかを考え、言葉を選
ぶ。言葉の順序を工夫
する、たとえを使う、漢
字、平仮名、片仮名の
どれを使って書き表す
かなど表記のしかたを
考える。 

評価・小論文 

【魅力を効果的に伝えよ

う】 
●作品の魅力を効果的

に伝える。 

創作 

【感動を言葉に】 
●自分の思いが読む人

にも伝わるかを考え
る。他の言葉や言い方
がないかを考える。言
葉の順序や調子を変
えると、作品の印象が
変わることがある。 

創作 

【たから島のぼうけん】 
●①始まり②出来事（事

件）が起こる③出来事
（事件）が解決する④
結びのような組み立て
で書く。組み立てを整
理するときは、場面の
様子や登場人物のこと
を詳しく考える。 

創作 

【お話のさくしゃになろ

う】 
●「初め」「中」「終わり」

のまとまりに分けて書
く。誰が何をしたのか
がよく分かるように書
く。様子がよく分かる
ように、言葉を選んで
使う。 

【見たこと、かんじたこ

と】 
●見たこと、聞いたこと、

触ったもの、食べたも
の、やってみたこと、
そのときに感じたこと
を書く。 

評価・小論文 

【助言を自分の文章に生

かそう】 
●助言を基に文章をより

よくする。 

創作 

【短歌に親しむ】 
●短歌を作る。 

推敲 

【論理の展開を整える】 
●論理の展開に着目し、

文章を整える。 

育ってほしい姿 
●遊びや生活の中で、数量

や図形、標識や文字など
に親しむ体験を重ねた
り、標識や文字の役割に
気付いたりし、興味や関
心、感覚をもつようにな
る。 

 
●先生や友達と心を通わ

せる中で、絵本や物語な
どに親しみながら、豊か
な言葉や表現を身に付
け、言葉による伝え合い
を楽しむようになる。 

 
●心を動かす出来事などに

ふれ感性を働かせる中
で、絵や文字、記号など
で先生や友達に思いや
考えを伝える喜びを味
わうようになる。 

多様な文種 

【あなたは、どう考える】 

●実際にあったことや、
それらの記録（具体
例・引用など）と、自
分の考えを区別して
書く。異なる立場から
の反論を想定し、そ
れに対する考えを入
れて書く。 

【この本、おすすめします】 

●読み手にいちばん伝
えたい情報は何かを
考えて、書く内容を絞
る。どこに何が書か
れているかが分かり
やすいように、段落
の分け方や書き表し
方を工夫する。伝え
たいことの中心が相
手に伝わるよう、見
出しや呼びかけを工
夫する。 

多様な文種 

【大切にしたい言葉】 
●自分の経験と、そのと

きの自分の気持ちが
伝わるように、詳しく
書くとよいところはど
こかを考える。 

【思い出を言葉に】 
●材料となることを集

め、伝えたいことを意
識しながら整理する。
どのような形式や表
現を使うと、思いがよ
く伝わるのかを考え
る。読んだ人に、自分
の思いが伝わってい
るかを確かめる。 

【どうぞ よろしく（名

前）】 

【ぶんを つくろう（一

文）】 

【おおきく なった（観察

記録〈観点〉）】 

【すきな もの，なあに

（二文）】 

【こんな ことが あった

よ（体験報告）】 
●単語を書く、一文を書

く、二文を書くなど、折
にふれて書く活動を繰
り返す。 

【しらせたいな、見せた

いな】 
●対象をよく見て、見つ

けたことを絵と簡単な
語句で書く。文章を書
いたら、句読点や「は」
「を」「へ」の使い方を
確かめる。 

【じどう車ずかんを つ

くろう】 
●説明の順に気をつける

と、分かりやすく書くこ
とができる。 

【ともだちの こと、しら

せよう】 
●友達の文章を読んで、

思ったことや分かった
ことを伝える。 

【てがみで しらせよう】 
●相手の名前と、自分の

名前を書く。間違いが
ないか読み返す。 

【いい こと いっぱい、

一年生】 
●最初に、あったことを

短く書く。次に、詳しく
思い出したことを書
く。 

評価・小論文 

【情報を読み取って文章

を書こう】 
●小論文で自分の考え

を書く。 

説明・解説 

【食べ物のひみつを教え

ます】 
●内容のまとまりごとに、

段落を分ける。伝えた
いことに合った例を挙
げる。例を挙げる順序
や、絵や写真の示し方
を工夫する。 

説明・解説 

【伝統工芸のよさを伝え

よう】 
●伝えたいことを考え

て、調べたことを整理
する。理由や例と、伝
えたいこととの関りが
分かるように書く。 

説明・解説 

【グラフや表を用いて書

こう】 
●目的に合った資料を選

ぶ。資料と文章を対応
させて書く。資料から
分かることと、自分が
考えたことを分けて書
く。 

説明・解説 

【日本文化を発信しよう】 
●伝えたいことを明確に

し、それが効果的に伝
わる文章構成を考え
る。絵や写真などと文
章との組み合わせを工
夫して、読み手を引き
つける。 

説明・解説 

【おもちゃの作り方をせ

つめいしよう】 
●文章の組み立てと、説

明の順序を考える。順
序が分かる言葉を使っ
て書く。 

手紙 

【項目を立てて書こう】 
●情報を整理し、わかり

やすい案内を書く。 

手紙 

【表現を工夫して書こ

う】 
●通信文（手紙・電子メ

ール）を書く。 

・単元で身につける内容を意識して 

 言語活動等を設定する。 

・児童生徒が考える場面と教師が教える 

 場面を効果的に設定する。 
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国語③【読むこと】説明的な文章 
      

幼児期 小学校   中学校 

～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

 

説明・評論・論説 

【クマゼミ増加の原

因を探る】 
●文章全体と部分

の関係や、文章と
図表の関係に注
意して読む。 
【モアイは語る―地

球の未来】 
●自分の知識や考

えと比べながら、
文章の構成や論
理の展開を吟味
する。 
【君は「最後の晩餐」

を知っているか/

「最後の晩餐」の新

しさ】 
●観点を明確にし

て文章を比較し、
その分析を基に
構成や表現の効
果を考える。 

説明・評論・論説 

【ダイコンは大きな

根？】 
●段落の役割に着

目して、文章の内
容を捉える。 
【ちょっと立ち止ま

って】 
●段落のまとまりに

着目し、文章の要
旨を捉える。 
【比喩で広がる言

葉の世界】 
●文章全体におけ

る各段落の役割
を押さえ、文章の
内容を正確に捉
える。 
【「言葉」をもつ鳥、

シジュウカラ】 
●文章の構成や展

開の効果につい
て、根拠を明確に
して考える。 
【「不便」の価値を

見つけ直す】 
●筆者の主張を要

約し、それに対す
る自分の考えを
もつ。 

説明文 

【笑うから楽しい/

時計の時間と心の

時間】 
●文章全体の構成を確

かめ、主張と事例が、
それぞれどの部分に
書かれているかを捉
える。筆者の主張や
挙げた事例につい
て、自分の経験や知
識と関係づけながら
読む。何のためにそ
の事例が挙げられて
いるのか、筆者の意
図を考える。 

【利用案内を読も

う】 
●全てを読むのではな

く、見出しをもとに、
知りたいことが書い
てあるところを選ん
で読む。知りたいこと
によっては、複数の情
報を組み合わせて考
える。 

【『鳥獣戯画』を読

む】 
●筆者の伝えたいこと

と、絵などの資料の使
い方との関わりを考
えて読む。取り上げた
ものに対して、何に着
目し、どのような言葉
で説明や評価をして
いるかを捉える。 

【メディアと人間社

会/大切な人と深く

つながるために】 
●それぞれの文章の論

の展開や、表現の特
徴に気をつけて、考え
や述べ方の共通点や
異なる点を見つける。
筆者の主張を捉え、
自分の経験や知識と
重ね合わせながら自
分の考えをもつ。さま
ざまな人や文章と対
話し、その考えに触れ
ると、自分の考えが深
まる。 

説明文 

【見立てる/言葉の

意味が分かること】 
●要旨につながる筆者の

考えは、文章の初めや
終わりに直接的に書い
てあることが多い。筆
者の考えやものの見方
は、直接書かれてある
部分以外にも①どのよ
うな事例を挙げている
か②どのような理由を
述べているか③どのよ
うに考えを進めている
かのようなところにも
表れていることが多
い。 

【新聞を読もう】 
●記事を読むときには、

何について書かれてい
るかを見出しやリード
文から捉え、より詳しい
情報を本文や図表から
読み取る。同じ話題で
も、誰に向けて書かれ
ているのか、目的によ
って、記事の内容は異
なる。知りたいことに合
わせて、読む新聞や記
事を選ぶ。 

【固有種が教えてく

れること】 
●身の回りの文章では、

図表やグラフ、絵、写真
などが説明に用いられ
ることが多く、文章と対
応させて読む必要があ
る。図表などを用いる
ことで、筆者は、伝えた
いことを分かりやすく
すく示したり、説得力を
もって伝えたりしようと
している。 

【想像力のスイッチ

を入れよう】 
●自分の知識や経験と重

ねながら読む。筆者の
考えと事例が、どのよう
に結び付いているかを
整理しながら読む。読
んだ感想や考えを伝え
合い、互いの感じ方の
違いを明らかにするこ
とで、新たなものの見
方・考え方に出会うこと
ができる。 

説明文 

【思いやりのデザイ

ン/アップとルーズ

で伝える】 
●考えを述べた文章

では、文章の初め
と終わりの両方
で、考えを繰り返
し述べていること
が多い。どのよう
な具体例を挙げて
考えを述べている
かなど、段落どう
しの関係を確か
め、筆者の考えを
捉える。 
【パンフレットを読

もう】 
●パンフレットを読

むときには、知り
たいことに合わせ
て、どこを読めば
いいかを考える。
パンフレットが作
られた目的や、伝
えたい相手を踏ま
えて読む。 

【世界にほこる和

紙】 
●まとまりごとに、中

心となる語や文を
確かめる。分量を
考えて、元の文章
の組み立てをい
かしたり、自分の
言葉を用いたりし
て、短くまとめる。 
【ウナギのなぞを追

って】 
●読んだ文章に対

する感想や考えに
は、その人が文章
をどう受け止めた
り、理解したりした
かが表れている。
自分とは違う感想
や考えに出会った
ら、違いはどこか
ら来ているのか、
他の人の感じ方の
よさは何かを考え
ると、読んだ文章
への理解が深ま
る。 

説明・評論・論説 

【作られた「物語」

を超えて】 

●論説の特性を踏

まえて読み、文章

の構成や論理を

評価する。 

【人工知能との未

来/人間と人工知能

と創造性】 

●文章を批判的に

読み、これからの

社会の在り方に

ついて自分の意

見をもつ。 

【誰かの代わりに】 

●筆者のものの見

方や考え方を捉

え、社会や人間に

ついて自分の意

見をもつ。 

説明文 

【言葉で遊ぼう/こ

まを楽しむ】 
●文章は、「初め」

「中」「終わり」など
の大きなまとまり
に分けられる。大
きなまとまりは、
一つ、または幾つ
かの段落ででき
ている。一つの段
落には、それぞ
れ、ひとまとまり
の内容が書かれ
ている。「問い」
「答え」に気をつ
けると、文章全体
の組み立てや、段
落の中心を捉え
ることができる。 
【ポスターを読も

う】 
●ポスターを見ると

きには、言葉と写
真や絵の関わり
に気をつけて、内
容を捉える。ポス
ターが作られた
目的や、知らせた
い相手を考える。 
【すがたをかえる大

豆】 
●題名や「初め」か

ら、話題を確かめ
る。「中」の例と話
題とのつながりを
捉え、それぞれの
段落の役割を考
える。 
【ありの行列】 
●初めて知って驚

いたこと、もっと
知りたいと思うこ
とを見つけながら
読むとよい。読ん
だ感想を伝え合う
ときには、自分の
考えと同じところ
や違うところに着
目して聞く。 

説明文 

【たんぽぽの  ち

え】 
●説明する文章を読む

ときは、順序やわけに
気をつける。 

【どうぶつ園のじゅ

うい】 
●誰が何をしたか

や、何があったか
を、順序に気をつ
けて読む。読んで
分かったことと、
自分の知ってい
ることを比べる。 
【馬のおもちゃの

作り方】 
●文章のまとまりに

気をつける。「ま
ず」「次に」などの
言葉を見つけて、
順序を捉える。絵
や写真が、文章
のどこを説明して
いるかを確かめ
る。 
【おにごっこ】 
●何について書か

れた文章か、自
分の知りたいこと
は何かを確かめ
て、大事な言葉や
文を見つける。 

説明文 

【くちばし】 
●「問い」の文と「答え」

の文に気をつけて読
む。 

【うみの かくれん

ぼ】 
●何が書いてあるかを

捉える。大事な言葉を
確かめながら読む。 

【じどう車くらべ】 
●説明の順に気をつけ

て読み、まとまりごと
に、「しごと」と「つく
り」を読み分ける。 

【どうぶつの 赤ち

ゃん】 
●比べて読み、特徴の

違いなどを考える。 

育ってほしい姿 

●園内外の様々な環

境に関わる中で、

遊びや生活に必要

な情報を取り入れ、

社会とのつながり

などを意識するよ

うになる。 

 

●絵本や物語などに

親しみながら、豊か

な言葉や表現を身

に付け、繰り返し読

んだり、演じて遊ん

だり、年少児を招い

て発表したりするよ

うになり、言葉によ

る伝え合いを楽し

むようになる。 

 

●心を動かす出来事

などにふれ感じた

ことや考えたことを

自分で表現したり、

友達同士で表現す

る過程を楽しんだ

りし、表現する喜び

を味わうようにな

る。 

・単元で身につける内容を意識して 

 言語活動等を設定する。 

・児童生徒が考える場面と教師が教える 

 場面を効果的に設定する。 
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国語④【読むこと】文学的な文章 
      

幼児期 小学校   中学校 

～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

 

物語・小説・随筆 

【アイスプラネット】 
●登場人物の設定

を捉える 
【言葉の力】 
●知識や経験と結

び付けて考えた
ことを伝え合う。 
【盆土産】 
●登場人物の言動

の意味を考える。 
【字のない葉書】 
●文章の構成や表

現の効果を考え
る。 
【走れメロス】 
●人物像や表現の

効果などに着目
して、作品の魅力
を考える。 

物語・小説・随筆 

【シンシュン】 
●場面の展開に着

目する。 
【大人になれなか

っ た 弟 た ち

に･･････】 
●描写に着目する。 
【星の花が降るこ

ろに】 
●場面や描写を結

び付けて読む。 
【少年の日の思い

出】 
●場面の展開や表

現の効果、語り手
に着目する。 
【随筆二編】 
●場面の展開や描

写を基に、筆者の
思いを捉える。 

物語 

【帰り道】 
●自分の様子や行

動を表す言葉、会
話文などから、そ
の人物のものの
見方や考え方を
想像する。語られ
る視点によって、
人物の見え方は
違ってくる。自分
と比べながら読
むことで、人物像
を深く捉えること
ができる。 
【やまなし】 
●内容とともに、題

名の付け方、構
成、表現のしかた
や言葉の使い方
の点からも、作者
が作品に込めた
思いを考える。作
者の表現によっ
て、どのような作
品世界が生まれ
ているかを考え
る。作者の生き方
や、他の作品の
書かれ方と関連
させて、考えを深
める。 
【海の命】 
●周囲の人物が、

中心となる人物
にどのような影響
を与えたか、それ
らの人物のもの
の見方や考え方
から、物語が伝え
ようとしているこ
とは何かに気を
つけて、読んだ人
どうしで語り合う
と、物語の読みが
広がる。 

物語 

【なまえつけてよ】 
●登場人物どうしの

関わりは、登場人
物の会話や行動を
確かめる、それぞ
れの場面の互い
に対する心情を想
像する、互いに対
する心情が変化す
ると、人物どうしの
関わりも変化す
る。そのきっかけ
となった出来事に
着目し、関係がど
う変わったかにつ
いて考える。 
【たずねびと】 
●心情などの描き方

から、どんな印象
を受けたか。中心
となる人物が出会
う人やもの、経験
したことが、物語
においてどんな役
割をもっていると
考えたかの観点で
考えたことを伝え
合うと、物語への
新たな着眼点に気
づくことができる。 
【やなせたかし‐アン

パンマンの勇気‐】 
●人物の生き方や考

え方を捉える。筆
者が何を取り上
げ、人物に対して
どのように考えて
いるのかを確か
める。自分の生き
方に取り入れたい
ことを考えながら
読む。 

【大造じいさんとガ

ン】 
●物語では、人物の

心情や性格を、情
景を描くことによ
って読者に想像さ
せるなど、さまざ
まな表現の工夫が
用いられている。
表現の工夫や効
果に着目して読む
ことで、物語を味
わうこ と が でき
る。 

物語 

【白いぼうし】 
●読み深めたいこと

は何かを、問いの
形にしてはっきり
させる。人物や場
面の様子を表す
言葉に気をつけ
て、場面と場面の
つながりを見つけ
る。 
【一つの花】 
●物語を読むときに

は、題名に用いら
れる言葉、繰り返
し用いられる言
葉、会話の中で用
いられる言葉、重
要な場面で用い
られる言葉に着目
することで、作者
の思いに迫ること
ができる。 
【ごんぎつね】 
●行動や気持ちを

表す言葉ととも
に、情景からも、
登場人物の気持
ちを想像する。 
【プラタナスの木】 
●場面と場面を、結

び付けたり関係づ
けたりして、どう
変化したのかを想
像する。人物の変
化に、どんな出来
事がどのように関
わっているのかを
考える。 
【初雪のふる日】 
●物語の印象は、使

われている言葉
や表現から生まれ
る。着目する言葉
や、そこから何を
思い浮かべるか
が違えば、印象も
変わってくる。物
語の何を、どのよ
うに受け止めたか
を伝え合うと、同
じ作品を新たな角
度から味わうこと
ができる。 

物語・小説・随筆 

【握手】 
●作品の展開を踏

まえて人物像を
捉え、その生き方
について考えを
深める。 
【故郷】 
●小説を批判的に

読み、社会や人間
について考える。 
【温かいスープ】 
●国際社会におけ

る人と人との関係
について考える。 

物語 

【きつつきの商売】 
●したことを表す言

葉、言ったことを
表す言葉、気持ち
を表す言葉に気を
つけて、様子や気
持ちを想像する。 
【まいごのかぎ】 
●登場人物が変わ

っていく様子を、
どんな出来事が起
こったのか、その
ときの登場人物の
気持ちや様子は、
どのような言葉に
表れているのか、
出来事が起こる前
と後とで、登場人
物はどう変わった
のかに着目して確
かめる。 
【ちいちゃんのかげ

おくり】 
●場面と場面を比べ

て、人物の様子や
出来事の違いと、
その理由について
考える。物語を誰
の立場から読み、
出来事をどう捉え
るのかによって、
物語に対する感想
は違ってくる。 
【三年とうげ】 
●民話や昔話を読

むときには、①始
まり②出来事（事
件）が起こる③出
来事（事件）が解
決する④結びの
組み立てを捉えな
がら読む。 
【モチモチの木】 
●登場人物の性格

を、その人物の会
話や行動、語り手
や他の登場人物
がその人物につ
いて語る言葉から
捉える。他の人と
見方を交流するこ
とで、人物に対す
る考えが深められ
る。 

物語 

【ふきのとう】 
●登場人物を確か

める。登場人物が
したことや、言っ
たことがわかる言
葉を見つける。絵
に描かれている
ことを手がかりに
する。 
【スイミー】 
●人物がしたことや

出来事を、短い言
葉で書く。書いた
ものを、お話の順
につなげる。 
【お手紙】 
●お話にある言葉

や絵から、人物が
したことや様子を
考える。人物が、
そのことをしたり
言ったりしたのは
どうしてなのかを
考える。 
【わたしはおねえさ

ん】 
●心に残った言葉

や文を書き抜く。
自分と似ていると
ころや、違うとこ
ろを考える。自分
だったらどうする
かを考えながら
読む。 
【スーホの白い馬】 
●お話の、どの言葉

や文から感想を
もったかをはっき
りさせる。友達の
感想を聞いて、い
ろいろな感じ方や
考え方があること
を知る。 

物語 

【おはなし たのし

いな】 

【はなの みち】 

【おおきな かぶ】 
●読み聞かせを楽

しんだり、想像を
広げながら読ん
だり、劇遊びを楽
しんだりする。 

●音読する、言葉に
即して内容を捉え
る。 
【やくそく】 
●誰が何を言ったり

したりしたか気を
つける。 
【くじらぐも】 
●友達と声を合わ

せて読む。登場人
物がしたことや言
ったことを思い浮
かべながら読む。 
【たぬきの 糸車】 
●お話には、いくつ

かのまとまりがあ
る。好きなところ
を選び、書き写し
たり、場面の絵を
描いたりする。声
の大きさや読む
速さを考えて、音
読する。 
【ずうっと，ずっと，

大すきだよ】 
●登場人物の行動

を中心に想像を
広げて読む。感じ
たことを友達と話
すと、お話をもっ
と楽しむことがで
きる。 

詩・短歌・俳句 

【世界はうつくしい

と】 
●詩の言葉から情

景を生き生きと想
像する。 
【俳句の可能性/ 

俳句を味わう】 
●内容や表現に着

目し、俳句を評価
しながら読み深
める。 
【挨拶】 
●表現の効果を評

価し、現代社会の
状況と重ね合わ
せて考えを深め
る。 
【初恋】 
●表現のしかたに

ついて評価する。 
【わたしを束ねな

いで】 
●言葉や表現から

作品のもつメッセ
ージを捉え、自分
の可能性につい
て考える。 

育ってほしい姿 

●園内外の様々な環

境に関わる中で、

遊びや生活に必要

な情報を取り入れ、

社会とのつながり

などを意識するよ

うになる。 

 

●絵本や物語などに

親しみながら、豊か

な言葉や表現を身

に付け、繰り返し読

んだり、演じて遊ん

だり、年少児を招い

て発表したりするよ

うになり、言葉によ

る伝え合いを楽し

むようになる。 

 

●心を動かす出来事

などにふれ感じた

ことや考えたことを

自分で表現したり、

友達同士で表現す

る過程を楽しんだ

りし、表現する喜び

を味わうようにな

る。 

詩・短歌・俳句 

【朝のリレー】 

【野原はうたう】 
●言葉をてがかり

に想像を広げる。 
【詩の世界】 
●表現の効果を考

える。 
【大阿蘇】 
●表現の効果など

について考える。 
【さくらの はなび

ら】 
●表現を読み味わ

い、作者の思い
について考える。 

詩・短歌・俳句 

【見えないだけ】 
●詩の言葉に触れ

自分の経験と重
ねる。 
【短歌に親しむ/ 

短歌を味わう】 
●知識や経験と結

び付けて読み深
める。 
【月夜の浜辺】 
●表現の効果など

について考える。 
【木】 
●作者のものの見

方を捉え、自分の
考えを広げる。 

・単元で身につける内容を意識して 

 言語活動等を設定する。 

・児童生徒が考える場面と教師が教える 

 場面を効果的に設定する。 
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国語⑤【言葉の特徴や使い方に関する事項】 
      

幼児期 小学校   中学校 

～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

 

言語 

●類義語・対義語・

多義語 

●言葉を比べよう 

もっと「伝わる」

表現を目ざして 

●敬語 

●話し言葉と書き

言葉 

言語 

●指示する語句と

接続する語句 

●言葉をもっと集

めよう 

もっと「伝わる」

表現を目ざして 

●方言と共通語 

●さまざまな表現

技法 

言語 

●話し言葉と書き

言葉 

●言葉の変化 

●仮名の由来 

●［コラム］覚えて

おきたい言葉 

●人を引きつける

表現 

言語 

●和語・漢語・外来

語 

●敬語 

●方言と共通語 

●複合語 

●伝わる表現を選

ぼう 

●日本語の表記 

言語 

●いろいろな意味

を持つ言葉（多義

語） 

●つながりに気を

つけよう 

言語 

●言葉を選ぼう 

もっと「伝わる」

表現を目ざして 

●言葉・和語・漢

語・外来語 

●慣用句・ことわ

ざ・故事成語 

言語 

●国語辞典を使お

う 

●［コラム］符号な

ど 

●ローマ字 

●つたわる言葉で

表そう 

●コンピューター

のローマ字入力 

言語 

●うれしい こと

ば 

●かたかなの ひ 

 ろば 

●［コラム］丸、点、

かぎ 

●かたかなで書く

ことば 

●にたいみのこと

ば、はんたいの

いみのことば（類

義語・対義語） 

●ようすをあらわ

すことば（擬声語・

擬態語・形容詞・比

喩表現） 

漢字 

●熟語の構成 

●同じ訓・同じ音を

もつ漢字 

●送り仮名 

漢字 

●漢字の組み立て

と部首 

●漢字の音訓 

●漢字の成り立ち 

漢字 

●漢字の形と音・

意味 

●熟語の成り立ち 

●カンジー博士の

漢字学習の秘伝 

●漢字を正しく使

えるように 

漢字 

●漢字の成り立ち 

●同じ読み方の漢

字 

●漢字の読み方と

使い方 

●カンジー博士の

暗号解読 

漢字 

●漢字の組み立て 

●漢和辞典の使い

方 

●カンジーはかせ

の都道府県の旅

１・２ 

●熟語の意味 

●まちがえやすい

漢字 

漢字 

●熟語の読み方 

●漢字の造語力 

●漢字のまとめ 

漢字 

●漢字の音と訓 

●へんとつくり 

●漢字の意味 

●カンジーはかせ

の音訓かるた 

漢字 

●同じ ぶぶんを 

もつ かん字 

●なかまのことば

と かん字 

●かん字の読み方 

●カンジーはかせ

の大はつめい 

漢字 

●かずと かんじ 

●かん字の はな

し 

●にて いる かん

字 

育ってほしい姿 

●遊びや生活の中

で、数量や図形、標

識や文字などに親し

む体験を重ねたり、

標識や文字の役割

に気付いたりし、興

味や関心、感覚をも

つようになる。 

 

●絵本や物語などに

親しみながら、豊か

な言葉や表現を身

に付け、昔話などの

場面から、現代と異

なる暮らしの様子や

方言などを知り、言

葉による伝え合い

を楽しむようにな

る。 

 

●伝承遊びのカルタ

取りなど、遊びを通

して感じたことや考

えたことを自分で表

現したり、友達同士

で表現する過程を

楽しんだりし、表現

する喜びを味わい、

意欲をもつようにな

る。 

文法 

●単語をどうわけ

る？ 

●走る。走らない。

走ろうよ。 

●一字違いで大違

い 

文法 

●言葉のまとまり

を考えよう 

●言葉の関係を考

えよう 

●単語の性質を見

つけよう 

文法 

●文の組み立て 

文法 

●つなぎ言葉のは

たらきを知ろう

（接続する語句） 

文法 

●すいかは幾つ必

要？ 

●「ない」の違いが

わからない？ 

文法 

●こそあど言葉を

使いこなそう（指

示する語句） 

●修飾語を使って

書こう 

文法 

●主語と述語に 気

をつけよう 

文法 

●ぶんを つくろ

う 

●はをへを つか

おう（主・述・修） 

言語、文法、漢字については、文や文章の中で使うことを重視し、生きて働く「知識及び技能」とし

て習得できるようにする。 
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国語⑥【情報の扱い方に関する事項】 
      

幼児期 小学校   中学校 

～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

  

情報 

●思考の視覚化 

●具体と抽象 

●メディアを比べ

よう 

●メディアの特徴

を生かして情報

を集めよう 

●「自分で考える

時間」をもとう 

●根拠の吟味 

情報 

●比較・分類 

●意見と根拠 

●情報を集めよう 

●情報を読み取ろ

う 

●情報を引用しよ

う 

●原因と結果 

情報 

●情報の信頼性 

●具体化・抽象化 

●実用的な文章を

読もう 

●報道文を比較し

て読もう 

情報の扱い方 

●じゅんじょ 

●メモを とる と

き 

●本でのしらべ方 

●知りたいことの

見つけ方、調べ

方 

育ってほしい姿 

●遊びや生活の中で、

数量や図形、標識や

文字などに親しむ体

験を重ねたり、標識

や文字の役割に気付

いたりし、興味や関

心、感覚をもつよう

になる。 

 

●絵本や物語などに

親しみながら、豊か

な言葉や表現を身に

付け、昔話などの場

面から、現代と異な

る暮らしの様子や方

言などを知り、言葉

による伝え合いを楽

しむようになる。 

 

●伝承遊びのカルタ

取りなど、遊びを通

して感じたことや考

えたことを自分で表

現したり、友達同士

で表現する過程を楽

しんだりし、表現す

る喜びを味わい、意

欲をもつようにな

る。 

情報の扱い方 

●分ける・くらべる 

●全体と中心 

●引用するとき 

●科学読み物での

調べ方 

●知りたいことの

見つけ方、調べ

方 

情報の扱い方 

●分ける・くらべる 

●考えと例 

●要約するとき 

●百科事典での調

べ方 

●課題の見つけ

方、調べ方 

情報の扱い方 

●ものの考え方、

伝え方 

●主張と事例 

●情報と情報をつ

なげて伝えると

き 

●調べた情報の用

い方 

●課題の見つけ

方、調べ方 

●考えを図で表そ

う 

情報の扱い方 

●つなげる・広げ

る（マッピング） 

●原因と結果 

●目的に応じて引

用するとき 

●統計資料の読み

方 

●課題の見つけ

方、調べ方 

●考えを図で表そ

う 

身につける内容 

・順序で捉える 

・本で調べる 

・メモを取る 

身につける内容 

・全体と中心の関係 

・考えと例の関係 

・科学読み物で調べる 

・百科事典で調べる 

・引用する 

・要約する 

身につける内容 

・原因と結果の関係 

・主張と事例の関係 

・統計資料を読む 

・調べた情報を用いる 

・目的に応じて引用する 

・情報と情報をつなげて伝える 

身につける内容 

・具体と抽象の関係 

・情報の信頼性の確

かめ方 

身につける内容 

・意見と根拠の関係 

・具体と抽象の関係 

・情報と情報との関

係の様々な表し方 

身につける内容 

・原因と結果の関係 

・意見と根拠の関係 

・比較や分類、関係

付けなどの情報の

整理の仕方 

・引用の仕方 

・出典の示し方 
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国語⑦【我が国の言語文化に関する事項】 
      

幼児期 小学校   中学校 

～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

 

伝統的な言語文化 

●枕草子（古文） 

●扇の的－「平家

物語」から（古文） 

●仁和寺にある法

師「徒然草」から 

●漢詩の風景（漢

詩） 

●〈行事・暦〉 

伝統的な言語文化 

●いろは歌（古文） 

●蓬莱の玉の枝－

竹取物語から（古

文） 

●今に生きる言葉

（漢文） 

●〈事象・行為・心

情〉 

伝統的な言語文化 

●天地の文 福澤

諭吉 

●古典芸能の世界

（狂言・能・歌舞

伎・人形浄瑠璃） 

●〈二十四節気〉 

伝統的な言語文化 

● 古 典 の 世 界

（一）・（二）竹取物

語・平家物語・徒

然草・おくのほそ

道・論語・春暁 

●古典芸能の世界

（落語） 

●〈気象〉 

伝統的な言語文化 

●短歌・俳句に親

しもう（一）（二） 

●慣用句 

●〈地域行事・伝統

行事〉 

伝統的な言語文化 

●論語（漢文） 

●万葉集・古今和

歌集・新古今和歌

集（和歌） 

●おくのほそ道

（古文） 

●夏草「おくのほ

そ道から」（古文） 

●〈気象・情景〉 

伝統的な言語文化 

●俳句を楽しもう 

●ことわざ・故事

成語 

●短歌を楽しもう 

●〈暮らし〉 

伝統的な言語文化 

●いなばの 白う

さぎ 

●ことばあそびを

しよう 

●せかい一の話 

●ことばを楽しも

う 

●〈身近な動植物〉 

育ってほしい姿 

●遊びや生活の中

で、数量や図形、標

識や文字などに親し

む体験を重ねたり、

標識や文字の役割

に気付いたりし、興

味や関心、感覚をも

つようになる。 

 

●絵本や物語などに

親しみながら、豊か

な言葉や表現を身

に付け、昔話などの

場面から、現代と異

なる暮らしの様子や

方言などを知り、言

葉による伝え合い

を楽しむようにな

る。 

 

●伝承遊びのカルタ

取りなど、遊びを通

して感じたことや考

えたことを自分で表

現したり、友達同士

で表現する過程を

楽しんだりし、表現

する喜びを味わい、

意欲をもつようにな

る。 

伝統的な言語文化 

●たのしいな、こ

とばあそび① 

●おむすび ころ

りん 

●たのしいな、こ

とばあそび➁ 

●ことばを たの

しもう 

●わらしべちょう

じゃ 

●たのしいな、こ

とばあそび③ 

伝統的な言語文化については、親しむことを重視し、その表現を味わ

ったり、自らの表現に生かしたりすることに重点を置く。 
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国語⑧【我が国の言語文化に関する事項（書写）】 
      

幼児期 小学校   中学校 

～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

  

執筆姿勢 

●姿勢と持ち方、用具の

あつかい方 

執筆姿勢 

●姿勢と持ち方、用具の

あつかい方 

執筆姿勢 

●よいしせいと筆の持

ち方 

執筆姿勢 

●文字を 書く しせい 

●えんぴつの もち方 

●できて いるかな 

執筆姿勢 

●じを かく しせい 

●えんぴつの もちかた 

筆使い 

●たのしく かこう 

●せんの おわりの か

きかた（平） 

●せんの とちゅうの 

かきかた（平） 

●かたかなの かきか

た 

●かくのおわりのかき

かた（漢） 

●かくのとちゅうのか

きかた（漢） 

筆使い 

●しょしゃの体そう 

●画の 方こう（片） 

筆使い 

●ほ先の動きと点画の

つながり１・２ 

筆使い 

●ほ先の動きと点画の

つながり 

筆順 

●かきじゅん（平・片・漢） 

●ひょう（平・片・漢） 

筆順 

●書きじゅん（漢） 

筆順 

●筆順と字形『左右』 

●筆順と字形（硬筆） 

筆順 

●筆順と字形『成長』 

●筆順と字形（硬筆） 

筆順 

●筆順と字形 

字形 

●画の 長さ、画と 画

との 間 

●画の つき方と交わり

方 

●文字の 形 

字形 

●筆順と字形『左右』 

●筆順と字形（硬筆） 

●文字の組み立て（左

右）『林』（上下）『笛（硬

筆） 

●左右の組み立て方『土

地』 

●上下の組み立て方『岩

山』 

字形 

●文字の組み立て方(中

と外)『草原』 

●文字の組み立て方(中

と外)と､穂先の動き

『道』 

●文字の組み立て方(中

と外)<硬筆> 

●筆順と字形『成長』 

●筆順と字形(硬筆) 

●文字の大きさ(漢字ど

うし)『白雲』 

●文字の大きさ(漢字と

平仮名)『登る』 

●穂先の動きと､線のつ

ながり『あこがれ』 

字形 

●文字の組み立て方（三

つの部分）『湖』 

●文字の組み立て方（左

右、上下、中と外）<硬

筆> 

楷書 

●筆使い（基本点画） 

●筆使いと字形『天地』 

●字形・筆順 

●［コラム］筆、墨、硯、紙

について知ろう 

配列 

●ますめの なかの か

くところ 

●よこがきの かきか

た 

配列 

●よこ書きの 書き方 

  －算数のノート 

●文字の中心 

●年がじょうと 書き

ぞめ 

配列 

●文字の大きさと配列

『歩む』 

●リーフレット 

●文字の大きさと配列、

点画のつながり『思い

やり』 

●文化―枕草子 

●文字の大きさと配列、

点画のつながり（小

筆）『この道や行く人

なしに秋の暮』 

●はってん（行書） 

執筆姿勢 

●姿勢と用具の使い方 

●がっこうのもじたん

けん 

●【かいて つたえあお

う】 

  ありがとうカードを

かこう 

●ひっきようぐを えら

んで かこう 

●学しゅうの まとめ 

●なんの かたちから 

できた かん字かな 

行書 

●点画の省略『初志』 

●筆順の変化『新緑』 

●行書の特徴 

行書と仮名の調和 

●行書と仮名の調和 

  『喜びの声』 

●行書に調和する仮名 

  『いろは歌』 

●文字の大きさと配列 

●書く速さを意識して書

く 

●学習を生かして書く 

行書 

●点画の変化と連続 

『創造』 

行書と仮名の調和 

●行書と仮名の調和 

『美しい自然』 

●配列『奥の細道』 

身のまわりの多様な文字 

●多様な表現による文字 

●三年間の学習の成果 

●かきぞめ（硬筆） ●書きぞめ（硬筆） ●書きぞめ（毛筆） ●書きぞめ（毛筆） ●書きぞめ（毛筆） ●書きぞめ（毛筆） ●書きぞめ（毛筆） ●書きぞめ（毛筆・行書） ●書きぞめ（毛筆・行書） 

育ってほしい姿 

●身近な事象に積極的

に関わる中で、必要に

応じて文字を書いたり

文字の大きさを変えた

りして、文字を書く喜

びを味わうようにな

る。 

 

●遊びや生活の中で、

数量や図形、標識や文

字などに親しむ体験を

重ねたり、標識や文字

の役割に気付いたり

し、興味や関心、感覚

をもつようになる。 

 

●心を動かす出来事な

どにふれ感性を働か

せる中で、様々な素材

の特徴や表現の仕方

などに気付き、感じた

ことや考えたことを自

分で表現したり、友達

同士で表現する過程

を楽しんだりし、表現

する喜びを味わい、意

欲をもつようになる。 
●学しゅうの 進め方 

●毛筆用具の名前とお

き方やあつかい方 

●あとかたづけ 

●筆について知ろう 

●点画の種類 

●学習のまとめ 

筆順 

●筆順と字形（硬筆） 

執筆姿勢 

●よいしせいと筆の持

ち方 

筆使い 

●点画の筆使い『花』 

●ひらがなの筆使い『は

す』 

字形 

●じをかきはじめると

ころ 

●じの かたち（平・片・

漢） 

●にて いる ひらがな 

●ひらがなの ひょう 

●にて いる じ（片） 

●かくの ながさと ほ

うこう 

●町の文字たんけん 

●学しゅうの すすめ方 

●メモの とり方 

 お話の聞きとりメモ 

●文字をくらべて話し

合おう 

●知りたい文字のせか

い 

●書いて つたえ合お

う 

●学しゅうの まとめ 

筆使い 

●筆の｢ほ｣のやわらか

さ 

●力の入れ方(筆圧) 

●｢横画｣の筆使い『二』 

●｢たて画｣の筆使い『土』 

●｢はらい｣の筆使い『大』 

●｢おれ｣と｢はね｣の筆使

い『力』 

●ひらがなの筆使い『つ

り』 

●｢曲がり｣と｢おれ｣の筆

使い『ビル』 

●小筆で書こう 

配列 

●はがきー暑中みまい 

●原こう用紙―セーフテ

ィ教室の作文 

●カード－展覧会作品の

カード 

●文化―俳句 

●手紙―お店見学のお

礼じょう 

配列 

●発表しりょう-学習内

ようをまとめる 

●はがき-けい老の日の

はがき 

●文化―短歌 

●かるたーぼうさいか

るたを作る 

●世界の「こんにちは」 

●学習の 進め方 

●毛筆用具の名前と置

き方やあつかい方 

●点画の種類 

●あとかたづけ 

●ノート-理科のノート 

●学習のまとめ『平和』 

配列 

●文化―『竹取物語』を書

く   

●ポスター―委員会の

ポスター 

●用紙に対する文字の

大きさと配列 

●年賀状 

●場面に合わせた書き

方のくふう 

●学習の 進め方 

●点画の種類 

●「活字」について知ろ

う 

●メモ―工場見学のメ

モ 

●平仮名のもとになる

漢字 

●学習のまとめ『考える

子』 

●文字の旅 

●学習の 進め方 

●点画の種類 

●メモ ●ノート 

●文字の成り立ち 

●生活と文字 

●小筆を生かして書く 

●好きな言葉を書く 

●学習のまとめ『旅立ち

の時』 

●六年間で学習したこと 

行書 

●楷書と行書の違い

『和』 

●行書の筆遣い『大』 

●点画の連続と変化１

『大木』・２『栄光』 

●点画の連続と省略『平

和』 

●行書の特徴 

●［コラム］暮らしの文

字を支える人  々

楷書と仮名の調和 

●筆脈『いろは歌』 

●楷書に調和する仮名

『いろは歌』 

●行の中心 

●配列 手紙を書く 

●［コラム］季節の行事と

書写 

●［コラム］文字の変遷 

●目的に合わせて書こ

う 

●学習の進め方 

●書写を通して学んで

いくこと 

●学習内容を効果的に

ノートに書こう 

さまざまな書式 

●［コラム］あの人が残

した文字 

●さまざまな書く場面 

●［コラム］日本建築と

「書」 

●学習を生かして書く 

新聞、案内状、掲示物

（ポスター） 

●［コラム］書の古典の

鑑賞 

字形 

●「はらい」（硬筆） 

●「おれ」と「はね」（硬

筆） 

●筆順と字形（硬筆） 

●「曲がり」と「おれ」（硬

筆） 

●文字の組み立て方（硬

筆） 

・身に付けた知識及び技能を他教科や 

 次の学年で生かしたり、日常の書く 

 活動の際に生かしたりできるように 

 していく。 

・小学校では、毛筆を使用する書写の 

 指導は第３学年以上の各学年で行い、 

 各学年年間３０単位時間程度を配当 

 する。 

・中学校では、書写の指導に配当する 

 授業時数は、第１学年及び第２学年 

 では年間２０単位時間程度、第３学年 

 では年間１０単位時間程度とする。 
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小学校

いい てんき（詩）（話す・聞く） 2 じゅんばんに ならぼう（話す・聞く）
よく聞いて，じこしょうかい
（話す・聞く）

1 こんなところが同じだね（話す・聞く） 1 教えて，あなたのこと（話す・聞く） 1

おはなし たのしいな（物語・文学） 2
つづけてみよう（こころにのこったことを
ひとことでかく）

どきん（詩） 春のうた（詩） かんがえるのって おもしろい（詩）

あつまって はなそう（話す・聞く） 1 つづけてみよう（日記を書こう） つづけてみよう（国語辞典に親しもう）
続けてみよう
（日々のことを記録しよう）

えんぴつと なかよし（言語） 1

図書館たんけん（読書） 1 図書館の達人になろう（読書） 1 図書館を使いこなそう（読書） 1

春が いっぱい（伝文） 2 漢字の組み立て（漢字） 2 漢字の成り立ち（漢字） 2

図書館たんていだん（読書） 1 漢字辞典の使い方（漢字） 2 春の空（伝文） 2

なんて いおうかな（話す・聞く） 2 国語辞典を使おう（言語） 2 春の楽しみ（伝文） 2

こんな もの みつけたよ（話す・聞く） 2 漢字の広場①（漢字） 2 聞き取りメモのくふう（話す・聞く）

うたに あわせて あいうえお（伝文） 1 春のくらし（伝文） 2
［コラム］話し方や聞き方から伝わること
（話す・聞く）

［コラム］インタビューをするとき
（話す・聞く）

がっこうの もじたんけん（書写）
町の 文字たんけん（書写）
学しゅうの めあて

1
毛筆の学習が始まるよ（書写）
学習の進め方（書写）

世界の「こんにちは」（書写）
場面に合わせた書き方のくふう
（書写）

１ はじめの がくしゅう（書写）
①じを かく しせい
②えんぴつの もちかた
③たのしく かこう

１　はじめの 学しゅう（書写）
①文字を 書く しせい
②えんぴつの もち方
③学しゅうの すすめ方
④しょしゃの 体そう

1

１ はじめの学習（書写）
① 毛筆用具の名前とおき方や

     あつかい方

② よいしせいと筆の持ち方
③ 筆の「ほ」のやわらかさ
④ 力の入れ方（筆圧）
⑤ あとかたづけ

学習の進め方（書写）
１　はじめの学習
① 毛筆用具の名前と置き方や

     あつかい方

② よいしせいと筆の持ち方
③ ３年生で学習したこと
■点画の種類
④ あとかたづけ

１　はじめの学習（書写）
■学習の進め方
■点画の種類
■姿勢と持ち方、用具のあつかい方

【知りたい　文字の世界】 「活字」につい
て知ろう

こえに だして よもう　あさのおひさま
（詩）

1 いなばの 白うさぎ（伝文） 2 漢字の音と訓（漢字） 2 漢字の広場①（漢字） 2

ききたいな，ともだちの はなし
（話す・聞く）

2

たのしいな，ことばあそび（言語） 2

はなの みち（物語・文学）
好きな場面を音読しよう（音読発表会）

6
［コラム］きちんとつたえるために
（話す・聞く）

としょかんへ いこう（読書） 2 ［じょうほう］じゅんじょ 漢字の広場②（漢字） 2

かきと かぎ(言語） 2 ［じょうほう］考えと例

ぶんを つくろう（書く） 4
カンジーはかせの都道府県の旅１
（漢字）

2

ねこと ねっこ（言語） 2
こまを楽しむ（説明的な文章）
どのこまが一番人気？遊んでみたいこまの感
想を伝え合おう（相互インタビュー・紹介文）

［情報］原因と結果

２ ひらがなの がくしゅう（書写）
①せんの おわりの かきかた

1 同じ ぶぶんを もつ かん字（漢字） 2 ［じょうほう］全体と中心 和語・漢語・外来語（言語） 2

②かきじゅん（書写） 1

③じを かきはじめる ところ（書写） 1

わけを はなそう（話す・聞く） 2 うれしい ことば（言語） 2 漢字の広場②（漢字） 2 日常を十七音で（書く） 3

おばさんと おばあさん（言語） 2 かん字の ひろば①（漢字） 2 古典の世界（一）（伝文） 2

漢字の広場③（漢字） 2 ［情報］目的に応じて引用するとき 2

つなぎ言葉のはたらきを知ろう
（言語）

2

おもちやと おもちゃ（言語） 2 短歌・俳句に親しもう（一）（伝文） 1

あいうえおで あそぼう（言語） 3 かたかなの ひろば（言語） 2 ［じょうほう］要約するとき 2

おおきく なった（書く） 4 ［じょうほう］メモを とる とき 3 俳句を楽しもう（伝文） 1

こんな もの，見つけたよ（書く） こそあど言葉を使いこなそう（言語） 2

［コラム］丸，点，かぎ（言語） ［じょうほう］引用するとき 3
［コラム］アンケート調査のしかた
（書く）

３　文字の組み立て方（書写）
（中と外）と、穂先の動き『道』

④せんの とちゅうの かきかた（書写） 2
【レッツ・トライ】（書写）
①メモの とり方
―お話の 聞きとりメモ

３「たて画」の筆使い（書写）
『土』

2
【レッツ・トライ】（書写）
発表しりょう　―学習内ようをまとめる

1
<硬筆の学習>（書写）
文字の組み立て方（中と外）

⑤にて いる ひらがな（書写） 2
【レッツ・トライ】（書写）
②よこ書きの 書き方―算数の ノート

【知りたい　文字の世界】
筆について知ろう

－
３　筆順と字形（書写）『左右』
<こう筆の学習>（書写）筆順と字形

3
【レッツ・トライ】（書写）
文化―『竹取物語』を書く

1

［コラム］符号など（言語）

すきな もの，なあに（書く） 夏がいっぱい（伝文） 2 夏のくらし（伝文） 2 夏の楽しみ（伝文） 2 夏の夜（伝文） 2

はじめて知ったことを知らせよう 事実にもとづいて書かれた本を読もう 作家で広げるわたしたちの読書

としょかんと なかよし（読書） 2

⑥ますめの なかの かく ところ
（書写）

1
４「はらい」の筆使い（書写）
『大』

４　ひらがなの筆使い（書写）
『はす』

2
４　筆順と字形（書写）
『成長』

⑦じの かたち（書写） 1
<こう筆の学習>（書写）
「はらい」

よこがきの　かきかた
⑧ひらがなの ひょう（書写）

1
【レッツ・トライ】（書写）
はがき―暑中みまい

1

たんぽぽの ちえ（説明的な文章）
めざせ、たんぽぽはかせ！友だちに、一番驚い
たちえはどれか伝えよう（トークタイム）

白いぼうし（物語・文学）
クラスの友達にファンタジー作品のおもしろさを
伝えよう（ポップ）

7

1

6

1

1

6

4年 5年

教材名
時
数 教材名

時
数

カンジーはかせの都道府県の旅２
（漢字）

【レッツ・トライ】（書写）
ノート　―理科のノート

5

1

2

なまえつけてよ（物語・文学）
読んだ感想をクラスの友達と交流しよう
（感想文）

4

2

鳥になったきょうりゅうの話（読書）

5

時
数

1漢字の広場①（漢字）

2

10

3
<硬筆の学習>（書写）
筆順と字形

3

1

3

スイミー（物語・文学）
家の人に、「スイミー」を紹介しよう（紹介文を書
く）

6

月
時
数

6

教材名
時
数 教材名

どうぞ よろしく（話す・聞く）

どうぞ よろしく（書く）

4

3
３　かん字の 学しゅう（書写）
①書きじゅん

1

5

6

7

すきな もの，なあに（話す・聞く）
友だちにすきなものを紹介しよう（発表会・紹介
カード）

12

はをへを つかおう（言語） 3

1年 2年 3年

２　点画の筆使い（書写）
『花』

2
２　文字の組み立て方（中と外）
（書写）『草原』

一つの花（物語・文学）
３年生に平和に関する本を紹介しよう（ポス
ター）

7

まいごのかぎ（物語・文学）
友達にお気に入りの場面の感想を伝えよう（感
想文）

6

みんなが過ごしやすい町へ（書く）
Let's　go ！自然教室！クラスの友達に自然教
室について、分かったことを報告しよう（報告文）

新聞を作ろう（書く）
家の人に「４年〇組１学期新聞」で学校の様子
を伝えよう

12

教材名

ふきのとう（物語・文学）
クラスで音読発表会をしよう（音読発表会）

9

きつつきの商売（物語・文学）
友だちと想像したことを伝え合おう（続きの物
語・音読劇）

8

もっと知りたい，友だちのこと
（話す・聞く）
友だちにインタビュー！友だちに質問して、友だ
ちのことをもっと知ろう（トークタイム）

くちばし（説明的な文章）
クラスで動物クイズ大会をしよう（クイズ）

8

3

きょうの できごと（書く） 4

言葉の意味が分かること
（説明的な文章）
筆者に向けて、自分の考えを伝えよう（手紙風
感想文）

きいて，きいて，きいてみよう
（話す・聞く）
〇年〇組隠れた友達の良さ、伝えます！（ス
ピーチ）

10

9

7

おむすび ころりん（伝文）
友だちと役を決めて音読しよう（音読発表会）

5
お気に入りの本をしょうかいしよう
（読書）

6 5カレーライス（読書）
学校図書館活性化計画！全校のみんなに自分
のおすすめの作者を紹介しよう（ポスター）ミリーのすてきなぼうし（読書）

こんな ことが あったよ（書く）
友だちに身の回りの出来事を伝えよう（絵日記）

6

ランドセルは海をこえて（読書）
友だちに自分のおすすめを紹介しよう（帯）

あったらいいな，こんなもの
（話す・聞く）
友だちに、あったらいいなと思うものを紹介しよ
う（トークタイム）

8

仕事のくふう，見つけたよ（書く）
友だちと、調べた仕事を報告し合おう（報告文）

同じ読み方の漢字（漢字） 2

気もちをこめて「来てください」（書く）
校長先生をご招待。クラスの行事を案内する手
紙を書こう（案内文）

10

２　かたかなの 学しゅう（書写）
画の 方こう

3
２「横画」の筆使い（書写）
『二』

2

2

ともだちを さがそう（話す・聞く）
友だちと迷子さがしをしよう（迷子さがしアナウン
ス）

4

2 2

思いやりのデザイン（説明的な文章）

8 見立てる（説明的な文章）

7

アップとルーズで伝える
（説明的な文章）
家の人に、筆者の伝え方の工夫を伝えよう（ガ
イドブック）

かんさつ名人に なろう（書く）
めざせ、かんさつ名人！観察したことを記録し
よう（観察文）

10

言葉で遊ぼう（説明的な文章）

8

お礼の気持ちを伝えよう（書く） 6

おおきな かぶ（物語・文学）
役を決めてなりきって音読しよう（音読劇）

6

つないで，つないで，一つのお話
（話す・聞く）

1 朝のリレー（詩） 1 見えないだけ（詩）
好きな言葉や表現を伝えあい、詩を楽しむ活動

1 世界はうつくしいと（詩）
詩に書かれているお気に入りの言葉を紹介し合う活動

1

春の河／小景異情（詩） 野原はうたう（詩）
表現の効果を考えながらクラスで交流する活動

1 続けてみよう - 続けてみよう -

続けてみよう
（気になるニュースを集めよう）

地域の施設を活用しよう（読書） 1

漢字の形と音・意味（漢字） 2 続けてみよう -

春のいぶき（伝文） 2

季節のしおり　春 -

文字の旅（書写）

１　はじめの学習（書写）
■学習の進め方
■点画の種類
■姿勢と持ち方、用具のあつかい方

［聞く］情報を正確に聞き取る 1

季節のしおり　 春 -

情報整理のレッスン　比較・分類 1 情報処理のレッスン　思考の視覚化 1 情報処理のレッスン　情報の信頼性 1

［情報］主張と事例

話し言葉と書き言葉（言語） 1

たのしみは（書く） 3
ダイコンは大きな根？（説明）
野菜の作りを説明する文章を書く活動 2

文の組み立て（言語） 2
ちょっと立ち止まって（説明）

生活の中で、ものの見方や考え方が広がった経験を交流する活動 3

天地の文（伝文） 1 思考のレッスン１　意見と根拠（記録） 1 思考のレッスン１　具体と抽象 1 思考のレッスン　具体化・抽象化 1

漢字に親しもう２ 1 漢字に親しもう２ 1 漢字に親しもう２ 1

文法への扉１
言葉のまとまりを考えよう 2 文法への扉１　単語をどう分ける？ 2 文法への扉１　すいかは幾つ必要？ 1

【レッツ・トライ】（書写）
メモ　―話し合いメモ

1
情報を集めよう
情報を読み取ろう　情報を引用しよう

3

実用的な文章を読もう
報道文を比較して読もう
ネットの新聞記事とそれに寄せられたコメントを比
較する活動

3

３　文字の組み立て方（三つの部分）
（書写）『湖』

一　楷書で書こう（書写）
３　学習を生かして書く-字形、筆順-

2

<硬筆の学習>（書写）
文字の組み立て方
（左右、上下、中と外）

一　楷書で書こう（書写）
（コラム）筆、墨、硯、紙について知ろう

-
一　行書で書こう（書写）
２　筆順の変化「新緑」

2

詩の世界（詩・解説）
詩のオマージュを創作する活動 3

比喩で広がる言葉の世界（説明）
比喩の効果を理解して詩を創作する活動

2

言葉１
指示する語句と接続する語句

2
言葉の力（随筆）
短歌を創作し、読み合う活動

2

言葉をもっと集めよう
もっと「伝わる」表現を目ざして

1 言葉１　類義語・対義語・多義語 2

夏のさかり（伝文） 2
言葉を比べよう
もっと「伝わる」表現を目ざして

1

私と本（読書） 言葉１　和語・漢語・外来語 1

季節のしおり 　夏 - 季節のしおり 　夏 - 季節のしおり　夏 －

【レッツ・トライ】（書写）
ノート　―国語のノート

1

【レッツ・トライ】（書写）
リーフレット―校外学習のリーフレット

1

【知りたい　文字の世界】
文字の成り立ち

－

中学校

教材名
時
数

2年

教材名
時
数

3年

教材名
時
数 教材名

時
数

1

－

［聞く］問いを立てながら聞く 1

1年

1

6年

［情報］情報と情報をつなげて伝えるとき 2
話の構成を工夫しよう
好きなことをスピーチで紹介する

4

私たちにできること（書く）
校長先生に、〇〇小学校エコ計画集を作って提
案しよう（計画書）

5

4

森へ（読書）
クラスの友達に、テーマを決めておすすめの本
を紹介しよう（ブックトーク）

5

私たちにできること（書く）

枕草子（古文）

クマゼミ増加の原因を探る（報告）
文章の構成について説明する活動

二　行書と仮名を調和させて書こう（書
写）
１　行書と仮名の調和「美しい自然」

1
一　行書で書こう（書写）
３　学習を生かして書く
　－行書の特徴－

2

3

学びて時に之を習ふ
―「論語」から（漢文・解説）
漢文が私たちの生活に根付いていることに気づ
き、自分のものの見方について文章にする活動

2

5

メディアを比べよう
メディアの特徴を生かして情報を集めよ
う
「自分で考える時間」をもとう
ニュース番組を制作する活動

3

一　行書を深めよう（書写）
１　点画の変化と連続「創造」

1

4
作られた「物語」を超えて（論説）
説明文をもとにSDG’sをテーマにしたス
ピーチをする活動

4
書き留める（書く）
言葉を調べる（書く）

2

［聞く］評価しながら聞く 1

季節のしおり　春 -

目次　第三学年（書写）
目次　第二学年（書写）
（コラム）あの人が残した文字

-

声を届ける（音読・発表） 2

アイスプラネット（小説）
小説の続きを書いて読み合う活動

4
握手（小説）
複数の表現から人物像を見い出し、ル
ロイ修道士の「追悼新聞」を作る活動

漢字１　熟語の構成
漢字に親しもう１

1

多様な方法で情報を集めよう
職業ガイドを作る
興味のある職業について職業ガイドを作
る活動

3

言葉を選ぼう
もっと「伝わる」表現を目ざして

1

読書を楽しむ（読書活動）
本の中の中学生（読書）
あと少し、もう少し
西の魔女が死んだ
ブラインドの向こうに見える光
読書案内　本の世界を広げよう
読書コラム　本との出会い

2

読書を楽しむ（読書活動）
翻訳作品を読み比べよう（読書）
　星の王子様
読書コラム
　　「わからない」は人生の宝物
読書案内　本の世界を広げよう

2

読書を楽しむ（読書活動）
「私の一冊」を探しにいこう（読書）
羊と鋼の森
読書案内　本の世界を広げよう
読書コラム　ためになるってどんなこ
と？

二　楷書と仮名を調和させて書こう（書
写）
１　筆脈「いろは歌」
２　楷書に調和する仮名「いろは歌」

2

短歌に親しむ（短歌・解説）
短歌を味わう（短歌）
短歌を創作し、読み合う活動

4 俳句の可能性（俳句・解説）
俳句を味わう（俳句）
教科書の作品を参考に、独自性と現実
味のある俳句を詠み、紹介し合う活動

2

漢字の広場①（漢字）

帰り道（物語・文学）
クラスの友達と感想を伝え合おう（ショーウインド
ウ）

シンシュン（物語）
2人の違いを認め合う場面を読み取った
上でクラスメイトと他己紹介をする活動
仲間と協力して、自ら作品を読み進めて
いくための創作活動

4

聞いて，考えを深めよう（話す・聞く） 6

2

（書写）
詩「ふしぎ」金子みすゞ
目次　第１学年
目的に合わせて書こう
姿勢と用具の使い方
学習の進め方
書写を通して学んでいくこと
扉　第１学年
学習内容を効果的にノートに書こう

-

5

文章の種類を選んで書こう
修学旅行記を編集する
外国人留学生に京都の魅力を紹介する
ためにグループ内で文章の種類を分担
し作成する活動

4

時計の時間と心の時間
（説明的な文章）
筆者に向けて、自分の考えを伝えよう（意見文）

漢字1　漢字の組み立てと部首
（漢字）
漢字に親しもう１

1
漢字１　熟語の読み方
漢字に親しもう１

1

２　文字の大きさと配列（書写）
『歩む』

2
一　楷書で書こう（書写）
１　筆使い　―基本点画―
２　筆使いと字形「天地」

2
一　行書を深めよう（書写）
１　点画の変化と連続「創造」

1

笑うから楽しい（説明的な文章）

7

情報を整理して書こう
わかりやすく説明する
身近な４つのテーマの中から一つを選ん
で文章を書き、朗読会を開く活動

4

3

魅力的な提案をしよう
資料を示してプレゼンテーションをする

5

説得力のある構成を考えよう
スピーチで社会に思いを届ける
リオの伝説のスピーチ（資料）
説明文をもとにSDG’sをテーマにしたス
ピーチをする活動

4

2
一　行書で書こう（書写）
１　点画の省略「初志」

3

赤字は、言語活動例 
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小学校

こえに だして よもう　いちねんせいの　うた
（詩）

2 雨のうた（詩） 2 わたしと小鳥とすずと（詩） 忘れもの（詩） からたちの花（詩） 1

ききたいな，ともだちの はなし
（話す・聞く）

2 ことばでみちあんない（話す・聞く） 3 夕日がせなかをおしてくる（詩） ぼくは川（詩） どちらを選びますか（話す・聞く） 2

たのしいな，ことばあそび（伝文） 2 かん字のひろば②（漢字） 2 山小屋で三日間すごすなら（話す・聞く） 3 あなたなら，どう言う（話す・聞く） 3 新聞を読もう（説明的な文章） 3

ポスターを読もう（説明的な文章） 2 パンフレットを読もう（説明的な文章） 2 敬語（言語） 2

へんとつくり（漢字） 2 いろいろな意味をもつ言葉（言語） 2

かたかなを みつけよう（言語） 2 ローマ字（言語） 4 漢字の広場③（漢字） 2

ことばあそびをしよう（伝文） 2 漢字の広場②（漢字） 1

かずと かんじ（言語） 4 なかまのことばとかん字（漢字） 2
【レッツ・トライ】（書写）
①原こう用紙　②カード

1
【レッツ・トライ】（書写）
メモ　―工場見学のメモ

1

５　「おれ」と「はね」の筆使い（書写）
『力』

【レッツ・トライ】（書写）
はがき　―けい老の日のはがき

1

<こう筆の学習>（書写）
「おれ」と「はね」

５　文字の組み立て方（左右）（書写）
『林』

2

かん字のひろば③（漢字） 2 秋の楽しみ（伝文） 2 漢字の読み方と使い方（漢字） 2

秋の夕暮れ（伝文） 2

秋のくらし（伝文） 2

よりよい学校生活のために
（話す・聞く）
校長先生に向けて、より良い学校にする
ための提案をしよう（提案書）

［コラム］意見が対立したときには
（話す・聞く）

主語と述語に 気をつけよう（言語） 2 漢字の広場④（漢字） 2 漢字の広場③（漢字） 1

まちがいを なおそう（書く） 2 かん字の読み方（漢字） 2

固有種が教えてくれること
（説明的な文章）
クラスの友達に、より良い社会になるためにす
る意見を提案しよう（提案文）

ことばを たのしもう（伝文） 2 秋がいっぱい（伝文） 2 ［情報］統計資料の読み方

かん字の はなし（漢字） 6 漢字の広場④（漢字） 2 ［じょうほう］百科事典での調べ方 グラフや表を用いて書こう（書く）

６　ひらがなの筆使い（書写）
『つり』

伝統工芸のよさを伝えよう（書く）
６　文字の大きさ（漢字と平仮名）（書写）『登
る』

2

③画の 長さ、画と 画との 間（書写） 3

②かくの とちゅうの かきかた（書写） 2 ④画の つき方と 交わり方（書写） 2

じどう車ずかんを つくろう（書く）
1年〇組、じどう車図鑑を作ろう（しょうかいカード）

5 ［じょうほう］科学読み物での調べ方

かたかなを かこう（言語） 2

ともだちの こと，しらせよう（書く）
友だちのすてきなところを伝えよう（紹介文）

かたかなで書くことば（言語） 2 ことわざ・故事成語（伝文） 4

むかしばなしを よもう（読書） せかい一の話（伝文） 1 漢字の意味（漢字） 2 漢字の広場④（漢字） 1

おかゆの おなべ かん字の広場④（漢字） 2 短歌を楽しもう（伝文） 1
【知りたい　文字の世界】
平仮名のもとになる漢字

－

③文字の かたち（書写） 2
【レッツ・トライ】（書写）
①文化　―俳句

1

④かきじゅん（書写） 2
【レッツ・トライ】（書写）
②手紙　―お店見学のお礼じょう

1
<こう筆の学習>（書写）
文字の組み立て方

漢字の広場⑤（漢字） 2

三年とうげ（物語・文学）友だちにおすすめ

の民話を紹介しよう（発表会）
6

わらしべちょうじゃ（伝文） 1

日づけと よう日（言語） 3

冬のくらし（伝文） 2 冬の朝（伝文） 2

冬がいっぱい（伝文） 2
７　「曲がり」と「おれ」の筆使い
（書写）『ビル』

冬の楽しみ（伝文） 2
８　用紙に対する文字の大きさと配列
（書写）年賀状

2

⑥年がじょうと 書きぞめ（書写）
年がじょう

2
<こう筆の学習>（書写）
「曲がり」と「おれ」文字の組み立て方

【レッツ・トライ】（書写）
文化　―短歌

1

書きぞめ（書写） 2
書きぞめ『正月』（書写）
小筆で書こう
書きぞめ『友だち』

2
書きぞめ（書写）
『元気』　『美しい空』

2

教材名
時
数月 教材名

時
数 教材名

時
数 教材名

時
数 教材名

時
数

1年 2年 3年 4年 5年

6

古典芸能の世界
－語りで伝える（伝文）

1

12
お手紙（物語・文学）
登場人物の気持ちを想像して、音読劇をしよう
（音読劇）

2

8
・
9

10

学しゅうの すすめかた（書写）
４ かん字の 学しゅう
①かくの おわりの かきかた

2

ものの 名まえ（言語）
おみせやさんごっこをしよう（おみせやさんごっ
こ）※サタデースクールで保護者参加型も可

11

12

3

5

8
７　文字の組み立て方
（選たく）（書写）
①左右の組み立て方『土地』
②上下の組み立て方『岩山』

6

漢字の広場⑤（漢字）

ともだちの こと，しらせよう（話す・聞く）
友だちのすてきなところを伝えよう（インタ
ビュー）

てがみで しらせよう（書く）
家族に、学校での楽しかったことを手紙を書い
て知らせよう（手紙）

6

⑤かきぞめ（書写） 2

<こう筆の学習>（書写）
筆順と字形

じどう車くらべ（説明的な文章） 7

11

3

はんで意見をまとめよう（話す・聞く）
目指せ、話し合い名人！進行を考えながら話し
合おう（話し合い）

8

修飾語を使って書こう（言語） 2

５　文字の大きさ（漢字どうし）（書写）
『白雲』

たずねびと（物語・文学）
５年〇組、「たずねびと」読書交流会をしよう
（ショーウインドウ）

2

2

2

3

3
７　穂先の動きと、線のつながり（書写）
『あこがれ』

2

6

12

カンジー博士の暗号解読（漢字）

【レッツ・トライ】（書写）
ポスター　―委員会のポスター

2

2

書きぞめ（書写）
『初春』
『世界の国』

あなたは，どう考える（書く）

やなせたかし－アンパンマンの勇気（物
語・文学）
友だちにおすすめの人物の伝記を紹介しよう
（発表会）

6

5

2

古典の世界（二）（伝文） 1

やくそく（物語・文学）
友だちと役を決めて音読しよう（音読発表会）

8
どうぶつ園のじゅうい
（説明的な文章）
クラスで、じゅういのしごとについて考えたことを
伝え合おう（発表会）

12

うみの かくれんぼ（説明的な文章）
ともだちに、調べたことを説明しよう（カード）

8
ちいちゃんのかげおくり（物語・文学）
友だちに、感じたことを伝えよう（感想文交流
会）

10 ごんぎつね（物語・文学）
友だちに、物語の魅力を伝えよう（ショーウィンド
ウ）

３ かたかなの がくしゅう（書写）
①かたかなの かきかた
②じの かたち　③にて いる じ

3 4

くじらぐも（物語・文学）
おもいうかべながら読もう（音読）

8

クラスみんなで決めるには
（話す・聞く）
学習発表会に向けて、クラスのキャッチフレー
ズを決めよう（学級会）

8

しらせたいな，見せたいな（書く）
みんなに、見つけたことを詳しく書いて伝えよう
（観察カード）

10

②画の 方こう（書写）
文字を くらべて 話し合おう（書写）

6

【知りたい　文字の　せかい】
何の　形から　できた　かん字かな
⑤文字の 中心（書写）

3

わたしはおねえさん（物語・文学）
友達に、お話のすてきなところを伝えよう（感想
文）

10 プラタナスの木（物語・文学）
友だちにおすすめの本を紹介しよう（ポスター）

8

お話のさくしゃになろう（書く）
みんなすてきな作者！物語を書いて友だちと読
み合おう（物語）

10

たから島のぼうけん（書く）
みんなすてきな作者！物語を書いて友だちと読
み合おう（物語）

10

短歌・俳句に親しもう（二）（伝文）

1

感動を言葉に（書く）
〇年〇組　大感動詩集を作ろう（詩集）

7

世界にほこる和紙（説明的な文章）
埼玉県の伝統工芸を３年生に伝えよう（リーフ
レット）

16

そうだんにのってください（話す・聞く）
友だちの相談事を聞いて、考えを出し合おう（話
し合い）

8

６　文字の組み立て方（上下）（書写）
『笛』

2

馬のおもちゃの作り方
（説明的な文章）

14

すがたをかえる大豆（説明的な文章）

15

おもちゃの作り方をせつめいしよう
（書く）
おもちゃの作り方、教えます！友だちに、おも
ちゃの作り方を説明しよう（説明文）

食べ物のひみつを教えます（書く）　　　3

年〇組食べ物のひみつ図鑑を作ろう！友だち
に、食べ物のひみつを伝えよう（食べ物のひみ
つ図鑑）

慣用句（伝文）

せんねん まんねん（詩） 1
大人になれなかった弟たちに……
（物語）読み取ったことを朗読で表現する活動 4

盆土産（小説）
小説を読み深めるコツを見つける活動

4 挨拶─原爆の写真によせて（詩）
【胸に響いた言葉と感想を伝え合う活動

2

いちばん大事なものは（話す・聞く） 2 字のない葉書（随筆）
随筆をより深く味わうためのポイントを交流する活動

3

利用案内を読もう（説明的な文章） 3

熟語の成り立ち（漢字） 2

漢字の広場②（漢字） 1
聞き上手になろう
質問で相手の思いに迫る

1

項目を立てて書こう
案内文を書く
保護者に向けて学校行事の案内文を書く活動

2
［推敲］論理の展開を整える
グループ内で魯迅役を作り、対談形式で質問をし、それを
対談集としてまとめる活動

1

［推敲］読み手の立場に立つ
保護者に向けて学校行事の案内文を書く活動 1

［推敲］表現の効果を考える
小説を読み深めるコツを見つける活動

1

言葉２　方言と共通語 2 言葉２　敬語 1

漢字２　漢字の音訓 1

秋深し（伝文） 2
「言葉」をもつ鳥、シジュウカラ（記録）
この文章のレビューを書くために「研究報告文らしさ」を読み
取り、グループディスカッションをする活動

4

思考のレッスン２　原因と結果 1
モアイは語る―地球の未来（論説）
根拠を明確にし、異なる立場にも配慮した意見文を書く活
動

4

思考のレッスン２　根拠の吟味 1

根拠の適切さを考えて書こう
意見文を書く
根拠を明確にし、異なる立場にも配慮した意見文を書く活
動

4

［コラム］伝えにくいことを伝える
（話す・聞く） 漢字に親しもう３ 1 漢字に親しもう４ 1 漢字に親しもう４ 1

【レッツ・トライ】（書写）
文化―『枕草子』を書く

1 ［話し合い］話し合いの展開を捉える 1 ［討論］異なる立場から考える 1 ［議論］話し合いを効果的に進める 1

【知りたい　文字の　世界】
生活と文字

－ （コラム）短冊と色紙（書写） -

漢字の広場③（漢字） 1

『鳥獣戯画』を読む（説明的な文章）

［情報］調べた情報の用い方 音読を楽しもう　大阿蘇（詩）
朗読をして言葉の響きやリズムを味わう活動

1
音読を楽しもう
月夜の浜辺（詩）
読み取ったことを朗読で表現する活動

1
音読を楽しもう　初恋（詩）
表現技法を確かめ、朗読する活動 1

季節のしおり　秋 - 季節のしおり　秋 - 季節のしおり　秋 －

古典芸能の世界――演じて伝える
（伝文）

1

カンジー博士の漢字学習の秘伝
（漢字）

2 扇の的―「平家物語」から（古文） 3

漢字の広場④（漢字） 1

【レッツ・トライ】（書写）
小筆　―小筆を生かして書く

2 今に生きる言葉（漢文） 2

狂言 柿山伏（物語・文学） 漢詩の風景（漢詩・解説） 3
書初めを書く（書写）
「友好の精神」「真理の探究」

1

「柿山伏」について
君は「最後の晩餐」を知っているか
「最後の晩餐」の新しさ
説得力のある文章を書く活動

4 誰かの代わりに（論説）「自分とは何か」「本当

の意味での自立」というテーマで小論文を書く活動
3

助言を自分の文章に生かそう
作品の書評を書く
書評を書き、助言し合い、書き直す活動

2
魅力を効果的に伝えよう
鑑賞文を書く
説得力のある文章を書く活動

2
情報を読み取って文章を書こう
グラフを基に小論文を書く
グラフを基に小論文を書く活動

2

漢字に親しもう４ 1 漢字に親しもう５ 1
漢字３　漢字のまとめ
漢字に親しもう５

1

漢字の広場⑤（漢字） 1
文法への扉２
言葉の関係を考えよう

2
文法への扉２　走る。走らない。走ろう
よ。

2
文法への扉２　「ない」の違いがわから
ない？

1

冬のおとずれ（伝文） 2

季節のしおり　冬 - 季節のしおり　冬 - 季節のしおり　冬 -

書初めを書く（書写）
「新たな決意」「世界遺産」

2
書初めを書く（書写）
「生命の尊重」「伝統の継承」

2
書初めを書く（書写）
「友好の精神」「真理の探究」

1

教材名
時
数 教材名

時
数 教材名

時
数 教材名

中学校
6年 1年 2年 3年

日本文化を発信しよう（書く）
５年生に向けて、日本文化のよさを伝えよう（パ
ンフレット）

11

6

3

二　行書を仮名を調和させて書いてみよ
う（書写）
１　行書と仮名の調和「喜びの声」
２　行書に調和する仮名「いろは歌」
３　文字の大きさと配列

4

二　行書と仮名を調和させて書こう（書
写）
２　学習を生かして書く　－配列－
　　『おくのほそ道』

13

二　行書と仮名を調和させて書こう（書
写）
２　学習を生かして書く　－配列－
　　『おくのほそ道』

1

仁和寺にある法師
―「徒然草」から（古文）

夏草　―「おくのほそ道」から（古文）
古典名句・名言集（古文・漢文）
芭蕉の足跡を私たちの考えや表現に生
かし、俳文を作る活動

二　行書を仮名を調和させて書いてみよ
う（書写）
４　書く速さを意識して書く

2

2

５　文字の大きさと配列、点画のつながり（小
筆）　　（書写）『この道や行く人なしに秋の
暮』

3

4
合意形成に向けて話し合おう
課題解決のために会議を開く

1

3

三　行書で書いてみよう（書写）
１　行書学習のはじめに
２　楷書と行書の違い「和」
３　行書の筆使い「大」

表現を工夫して書こう
手紙や電子メールを書く
インタビューをした相手にお礼の手紙を
書く活動

3

言葉２　慣用句・ことわざ・故事成語

根拠を示して説明しよう
資料を引用してレポートを書く
「シジュウカラ」の文章のレビューを書くために「研究報告文
らしさ」を読み取り、グループディスカッションをする活動

5

多角的に分析して書こう
説得力のある批評文を書く
グループでAⅠをテーマに批評文をまと
めるためにいくつかの観点を決めて文章
にする活動

言葉の変化（言語）

４　文字の大きさと配列、点画のつなが
り（書写）『思いやり』

みんなで楽しく過ごすために
（話す・聞く）
１年生ともっと仲良くなるための交流会をしよう
（学級会）

■好きな言葉を書く（書写）
（『実現』『夢』『仲間』『友情』）

話題や展開を捉えて話し合おう
グループ・ディスカッションをする
「シジュウカラ」の文章のレビューを書くために「研究報告文
らしさ」を読み取り、グループディスカッションをする活動

4

書きぞめ（書写）
『理想』
『伝統を守る』

2

大切にしたい言葉（書く）
６年〇組、私の座右の銘集を作ろう（紹介文）

6

「不便」の価値を見つめ直す（意見）
思考ツールを使い、日常を多面的に見
ることで、ものの見方を広げる活動

44

4

4

1

星の花が降るころに（小説）
読み取ったことをもとに続きを創作する
活動

5

聞き上手になろう
質問で思いや考えを引き出す

1

聞き上手になろう
質問で話を引き出す

立場を尊重して話し合おう
討論で多角的に検討する

時
数

1

本は世界への扉（読書）
エルサルバドルの少女
紛争地の看護師
読書案内　本の世界を広げよう

二　行書を仮名を調和させて書いてみよ
う（書写）
５　学習を生かして書く

2
三　行書で書いてみよう（書写）
４　点画の連続と変化１「大木」
５　点画の連続と変化２「栄光」

3

1
二　楷書と仮名を調和させて書こう
３　学習を生かして書く　　行の中心
４　学習を生かして書く　　配列
手紙を書く（書写）

2

二　楷書と仮名を調和させて書こう
（コラム）季節の行事と書写
５　学校生活に生かして書く
（コラム）文字の変遷（書写）

-

漢字２　漢字の造語力
漢字に親しもう３

1

漢字２　同じ訓・同じ音をもつ漢字
漢字に親しもう３

1
人工知能との未来（論説）
人間と人工知能と創造性（論説）
グループでAⅠをテーマに批評文をまとめるために、いくつ
かの観点を決めて文章にする活動

3

2

4

4

君待つと
―万葉・古今・新古今（古文）
一首選んで歌物語を作る活動

蓬莱の玉の枝
―竹取物語から（古文）

故郷（小説）
作品に描かれる「壁」について読み取
り、魯迅の生き方について自分の考えを
文章にする活動

5

やまなし（物語・文学）
５年生に、宮沢賢治の作品を紹介しよう（リーフ
レット）

8

［資料］イーハトーヴの夢

音読を楽しもう
いろは歌（古文・音読）
古典の世界（古典・解説）

1
源氏と平家（古文・資料）
音読を楽しもう
平家物語（古文・音読）

和歌の世界（古典・解説）
音読を楽しもう
古今和歌集　仮名序（古文・音読）

1

3

1

研究の現場にようこそ（読書）
日本に野生のゾウやサイがいた頃
クモの糸でバイオリン
読書案内　本の世界を広げよう

1

考える人になろう（読書）
君たちはどう生きるか
たのしい制約
読書案内　本の世界を広げよう

赤字は、言語活動例 
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小学校

こえに 出して よもう かたつむりのゆめ/
はちみつのゆめ（詩）

2
詩の楽しみ方を見つけよう
ねこのこ／おとのはなびら（詩）

詩のくふうを楽しもう（詩） 4 生活の中で詩を楽しもう（詩） 2

ききたいな，ともだちの はなし
（話す・聞く）

2 はんたいことば（詩） カンジーはかせの音訓かるた（漢字） 2 方言と共通語（言語） 2

たのしいな，ことばあそび（伝文） 2 漢字の広場⑥（漢字） 2 熟語の意味（漢字） 2 漢字の広場⑤（漢字） 1

漢字の広場⑥（漢字） 2

かん字の広場⑤（漢字） 2

かたかなの かたち（言語） 3

［じょうほう］本でのしらべ方

ようすをあらわすことば（言語） 4 つたわる言葉で表そう（言語） 5
【知りたい　文字の世界】
さまざまなかるた

－ 複合語（言語） 2

⑤かきぞめ（書写） 2 書きぞめ（書写） 2

⑥かくの ながさと ほうこう（書写） 2

【かいて つたえあおう】（書写）
ありがとうカードを かこう

2
【レッツ・トライ】（書写）
かるた　―ぼうさいかるたを作る

1

見たこと，かんじたこと（書く） 6 つながりに気をつけよう（言語） 4 伝わる表現を選ぼう（言語） 3

楽しかったよ，二年生（話す・聞く）
2年生の一番楽しかった思い出を紹介しよう（発
表会）

8

カンジーはかせの大はつめい（漢字） 2

ことばを楽しもう（伝文） 1

これは，なんでしょう（話す・聞く） 4 コンピュータのローマ字入力（言語） 2

学しゅうの まとめ（書写） 2 【書いて つたえ合おう】（書写） 4 点画のしゅるい（書写） 2 ８　学習のまとめ『平和』（書写） 2 ９　学習のまとめ（書写）『考える子』 2

漢字の広場⑥（漢字） 1

【しりたい 文字の せかい】（書写）
なんの かたちから できた かん字かな

1

【かん字の ひょう】（書写）
一年生で 学しゅうする かん字

1

月 教材名
時
数 教材名

時
数 教材名

時
数 教材名

時
数

1年 2年 3年 4年 5年

3

ありの行列（説明的な文章）　　　　　　家

族に、驚いたことや初めて知ったことを伝えよう
（感想文）

7

ことばを 見つけよう（言語） 6

たぬきの 糸車（物語・文学）
友だちに、好きな場面を紹介しよう（紙芝居風
カード）

8

2

2

12

⑦文字の 形（書写） 2

いい こと いっぱい，一年生（書く）
1年生の一番の思い出を紹介しよう（紹介文）

10

3にて いる かん字（漢字）

すてきなところをつたえよう（書く）
友だちのすてきなところを伝えよう（手紙）

12

1

2

書きぞめ（書写）
『元気』
『美しい空』

2
書きぞめ（書写）
『正月』
小筆で書こう
書きぞめ
『友だち』

2

自分だけの詩集を作ろう（詩）

ウナギのなぞを追って
（説明的な文章）
３年生に、生き物について紹介しよう（紹介文）

8

どうぶつの 赤ちゃん（説明的な文章）
どうぶつの赤ちゃんについて、わかったことを伝
え合おう（カード）

10

ずうっと，ずっと，大すきだよ
（物語・文学）
友だちに、感じたことを伝えよう（話し合い）

8
わたしたちの学校じまん（話す・聞く）
学校のよいところを紹介しよう（学校自慢発表
会）

学しゅうの まとめ（書写） 2

８　学習のまとめ（書写）『光』

【知りたい　文字の世界】
「手書き文字」と「活字」

モチモチの木（物語・文学）
友だちに、登場人物について感じたことや考え
たことを伝えよう（話し合い）

12

まちがえやすい漢字（漢字） 2

4

1

この本，おすすめします（書く）　　　　　お

気に入りの本を紹介しよう（推薦文）
7

これがわたしのお気に入り（書く）　　　自

分が作った作品を紹介しよう（紹介文）

想像力のスイッチを入れよう
（説明的な文章）
クラスの友達と「想像力のスイッチを入れよう」
についての意見を交流しよう（交流会）

6

教材名
時
数

2 ８　学習のまとめ『平和』（書写）
９　学習のまとめ（書写）
『考える子』

2

書きぞめ（書写）
『初春』
『世界の国』

2

12

初雪のふる日（物語・文学）
４年〇組「初雪のふる日」読書交流会をしよう
（ショーウインドウ）

7 大造じいさんとガン（物語・文学）
４年生に、「大造じいさんとがん」の魅力を紹介
しよう（ポスター）

6

提案しよう，言葉とわたしたち
（話す・聞く）

6

日本語の表記（言語）

2

にたいみのことば，はんたいのいみのこ
とば（言語）

おにごっこ（説明的な文章）
2年〇組、遊びガイドブックを作ろう（ガイドブッ
ク）

もしものときにそなえよう（書く）　　　　も

しもの時の防災図鑑を作ろう（説明文）
12

スーホの白い馬（物語・文学）
友だちに、自分が一番心を動かされたところを
伝えよう（発表会）

14 調べて話そう，生活調査隊
（話す・聞く）

8 8

詩を朗読してしょうかいしよう（詩） 2

仮名の由来（言語） 1

メディアと人間社会（説明的な文章）

大切な人と深くつながるために
（説明的な文章）
家の人に、メディアとの付き合い方について考
えたことを伝えよう（意見文）

［資料］プログラミングで未来を創る

漢字を正しく使えるように（漢字）

［コラム］覚えておきたい言葉

人を引きつける表現（言語） 3 漢字に親しもう５ 1 漢字に親しもう６ 1

文法への扉３　一字違いで大違い 2

書初めを書く（書写）
「生命の尊重」「伝統の継承」

1

（コラム）日本建築と「書」（書写） -

言葉３　話し言葉と書き言葉 2

漢字３　送り仮名 2 漢字に親しもう６ 1

言葉３　さまざまな表現技法 2 学習を振り返ろう 4

漢字３　漢字の成り立ち
漢字に親しもう６

1

漢字の広場⑥（漢字） 1
木（詩）
詩から理解したことや考えたことを交流する活動 2

学習を振り返ろう 3

さくらの　はなびら（詩）
詩から考えたことを交流する活動

1

学習を振り返ろう 3

（コラム）暮らしの文字を支える人々
（書写）

-

教材名
時
数 教材名

時
数 教材名

時
数 教材名

時
数

中学校
6年 1年 2年 3年

1

2
書きぞめ（書写）
『理想』
『伝統を守る』

6

2

六年間で学習したこと（書写）

はってん（書写）
―「行書」

2

思い出を言葉に（書く）
６年〇組、思い出リーフレットを作ろう（リーフ
レット）

7

今，私は，ぼくは（話す・聞く）
クラスの友達に卒業を前にした自分の思いを伝
えよう（スピーチ）

6

海の命（物語・文学）
６年〇組「海の命」読書交流会をしよう（紹介の
仕方は選択　感想文・ショーウインドウ・ポスター
等）

6

中学校へつなげよう　生きる（詩）
今，あなたに考えてほしいこと
（説明的な文章）

4

６　学習のまとめ（書写）
『旅立ちの時』

2

書初めを書く（書写）
「友好の精神」「真理の探究」

1

一年間の学びを振り返ろう
要点をフリップにまとめ、発表する
（話す・聞く）（書く）

5

三　身のまわりの多様な表現をとおして
文字文化の豊かさにふれ、効果的に文
字を書こう（書写）
２　三年間の学習の成果を生かそう

1

（コラム）書の古典の鑑賞（書写） -

わたしを束ねないで（詩）
自由や、解放をテーマに、この詩のオ
マージュを創作する活動

2
文法への扉3
単語の性質を見つけよう（文法）

2

書初めを書く（書写）
「新たな決意」
「世界遺産」

1

三　学習活動や日常生活に生かして書
こう（書写）
１　さまざまな書く場面

2

随筆二編（随筆）
自分の体験をもとに随筆を書く活動

2
構成や展開を工夫して書こう
「ある日の自分」の物語を書く

4

三年間の歩みを振り返ろう
冊子にまとめて、発表会をする
（話す・聞く）（書く）
「書く」力を伸ばし、自己表現する意欲を
高めるポートフォリオを作る

6

構成や描写を工夫して書こう
体験を基に随筆を書く

4

国語の学びを振り返ろう
テーマと決めて話し合い、壁新聞を作る
（話す・聞く）（書く）

5

三　身のまわりの多様な表現をとおして
文字文化の豊かさにふれ、効果的に文
字を書こう（書写）
１　多様な表現による文字

1三　行書で書いてみよう（書写）
６　点画の連続と省略「平和」
７　学習を生かして書く　行書の特徴

1

三　学習活動や日常生活に生かして書
こう（書写）
２　学習を生かして書く
　新聞　案内状　掲示物（ポスター）

2

少年の日の思い出（小説）
作品の解釈を生かして、続きを創作する
活動

6
走れメロス（小説）
読み取ったことを場面を演じて表現する
活動

6

温かいスープ（随筆）
国際性とは何か定義し、これからの社
会をどう生きていくか、これからの自分
の生き方について考える

3

赤字は、言語活動例 
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 学びのつながりの見方 算数／数学 

 

 

  

 

 

      

  

算数／数学①【数と計算／数と式】 
      

幼児期 小学校   中学校 

～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

 

２位数 

簡単な場合の 

３位数 

１位数の加法 

その逆の減法 

簡単な２位数 

などの加法、減法 

４位数までの数 

１万 

簡単な分数 

２位数の加法 

その逆の減法 

（筆算） 

簡単な３位数など

の加法、減法 

乗法（乗法九九） 

簡単な場合の 

２位数×１位数、 

１位数×２位数 

小数（
 

  
の位まで） 

分数 

３位数、４位数の

加法、減法 

小数の加法、減法

（
 

  
の位） 

簡単な場合の 

分数の加法、減法 

乗法（３位数、 

２位数×１位数、 

２位数） 

筆算 

除法（÷１位数、 

商が１位数、２位数） 

そろばん そろばん 

億、兆の 

位までの数 

概数、四捨五入 

分数、真分数、 

仮分数、帯分数 

小数 

小数の加法、減法

（
 

   
の位まで） 

分数（同分母）の

加法、減法 

整数の除法 

（３位数、２位数÷ 

１位数、２位数） 

筆算 

整数の四則計算の

定着と活用 

整数の性質 

（偶数と奇数、 

約数と倍数、素数） 

整数と小数の記数法 

分数、通分、約分 

分数（異分母）の

加法、減法 

小数の乗法、除法

（
 

   
の位まで） 

小数、分数の計算の

能力の定着 

正の数・負の数 

文字を用いた式 

一元一次方程式 

文字を用いた式の

四則計算 

連立二元一次方程式 二次方程式 

文字を用いた式 

一次関数 
④【変化と関係/関数】 

育ってほしい姿 

●ゲームや運動会な

どで数や回数を競

ったり、人数をそ

ろえて競ったりす

る中で、考えたり、

予想したり、工夫

したりするなど、多

様な関わりを楽し

むようになる。 

 

●集めたものの数を

数えたり、あげた

り、もらったり、友

達と等しく分けた

りする中で、自ら

の必要感に基づき

これらを活用し、

興味や関心、感覚

を も つ よう に な

る。 

 

●身の周りの数字に

興味をもち、自ら

の必要感に基づき

これらを活用し、

興味や関心、感覚

を も つ よう に な

る。 
乗数が１ずつ増減

したときの積の

変化 

数の大小や順序 ものと物との対応 

数量の関係を表す式 
式による表現 

（加法、減法） 

四則に関して 

成り立つ性質 

数量の関係を表す式 
式による表現 

（除法、□を 

用いた式） 

式による表現 

（加減の相互関係、 

乗法） 

伴って変わる 

二つの数量の関係 
④【変化と関係/関数】 

千万の 

位までの数、１億 

平方根 

図形の相似 

②【図形】 

三平方の定理 

②【図形】 

比 
④【変化と関係/関数】 

分数の乗法、除法 

（乗数、除数が整数） 

（乗数、除数が分数） 

○知○内 正の数と負の数の必

要性と意味 

○知○思○内正の数と負の数の

四則計算 

○知○思 正の数と負の数を具

体的な場面で活用するこ

と 

○内 自然数を素数の積として表

すこと 

○知 二元一次方程式とその解の

意味 

○知 連立二元一次方程式の必要性

と意味及びその解の意味 

○知○思 連立二元一次方程式を

解くこと 

○思 連立二元一次方程式を

具体的な場面で活用する

こと 

○知○思 整式の加法と減法及び

単項式の乗法と除法の計算 

○知 文字を用いた式で数量

及び数量の関係を捉え、

説明できること 

○知 目的に応じた式の変形 

○思 文字を用いた式を具体的な

場面で活用すること 

○知 数の平方根の必要性と

意味 

○知○思 数の平方根を含む

式の計算 

○知○思 平方根を具体的な

場面で活用すること 

○内 誤差や近似値 

○知 単項式と多項式の乗法及

び多項式を単項式で割る除

法 

○知○思 一次式の乗法、式の展

開と因数分解 

○思 文字を用いた式で数量及

び数量の関係を捉え説明

すること 

○知 二次方程式の必要性と意

味及びその解の意味 

○知○思○内 因数分解したり平

方の形に変形したりして解く

こと 

○知 解の公式を知り、二次方程

式を解くこと 

○思 二次方程式を具体的な場

面で活用すること 

式の展開と因数分解 

○知 個数を比べること 

○知 個数や順番を数えること 

○知 数の大小、順序と数直線 

○知 一つの数をほかの数の和

や差としてみること 

○知 ２位数の表し方 

○知 簡単な場合の３位数の

表し方 

○知 十を単位とした数の見方 

○知 まとめて数えたり等分し

たりすること 

○知 １位数の加法とその逆の減

法の計算 

○知 簡単な場合の２位数などの

加法、減法 

○知 加法、減法が用いられる

場合とそれらの意味 

○知 加法、減法の式 

○知
１

２
、

１

３
などの簡単な分数 

○知 加法や減法、乗法に関して

成り立つ性質 

○知 加法と減法との相互関係 

○知 乗法が用いられる場合とそ

の意味 

○知 まとめて数えたり、分類

して数えたりすること 

○知 十進位取り記数法 

○知 数の相対的な大きさ 

○知 一つの数を他の数の積

としてみること 

○知 数による分類整理 

○知 ２位数の加法とその逆の

減法 

○知 簡単な場合の３位数など

の加法、減法 

○知 乗法の式 ○知 乗法九九 

○知 簡単な場合の２位数と１

位数との乗法 

○知 除法が用いられる場合と

その意味 

○知 除法の式 

○知 除法と乗法、減法との関係 

○知 １０倍、１００倍、 

 １０００倍、
１

１０
倍、

１

１００
倍 

 などの大きさ 

○知 分数の乗法及び除法の意味 

○知 分数の除法及び除法の計算 

○知 計算に関して成り立つ性質

の分数への適用 

○思 数の意味と表現、計算につ

いて成り立つ性質に着目し、計

算の仕方を多面的に捉え考

えること 

○知 文字を用いた式 

○思 問題場面の数量の関係

に着目し、数量の関係を簡

潔かつ一般的に表現した

り、式の意味を読み取った

りすること 

○知 数量の関係を表す式  

○思 二つの数量の対応や変

わり方に着目し、簡単な式

で表されている関係につ

いて考察すること 

○知 文字を用いることの必要性と

意味 

○知 文字を用いた式における

乗法と除法の表し方を知る

こと 

○思 一次式の加法と減法 

○知○内 式を用いて表したり読

み取ったりすること 

○知 方程式の必要性と意味及び

方程式の中の文字や解の意味 

○知○思 一元一次方程式を解くこ

と 

○思○内 一元一次方程式を具

体的な場面で活用すること 

○知 小数を用いた倍 

○知 四則に関して成り立つ

性質 

○思 数量の関係に着目し、

計算に関して成り立つ

性質を用いて計算の仕

方を考えること 

○知 被除数、除数、商及び余り

の間の関係 

○知 除数と商が１位数の場合の

除法の計算 

○知 簡単な場合の除数が１位数

で商が 2位数の除法 

○知 そろばんによる数の表し方 

○知 そろばんによる計算の仕方 

○知 異分母の分数の加法、減法 

○思 分数の意味や表現に着目し、

計算の仕方を考えること 

算数／数学①【数と計算／数と式】 
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～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

 

２位数 

簡単な場合の 

３位数 

１位数の加法 

その逆の減法 

簡単な２位数 

などの加法、減法 

４位数までの数 

１万 

簡単な分数 

２位数の加法 

その逆の減法 

（筆算） 

簡単な３位数など

の加法、減法 

乗法（乗法九九） 

簡単な場合の 

２位数×１位数、 

１位数×２位数 

小数（
 

  
の位まで） 

分数 

３位数、４位数の

加法、減法 

小数の加法、減法

（
 

  
の位） 

簡単な場合の 

分数の加法、減法 

乗法（３位数、 

２位数×１位数、 

２位数） 

筆算 

除法（÷１位数、 

商が１位数、２位数） 

そろばん そろばん 

億、兆の 

位までの数 

概数、四捨五入 

分数、真分数、 

仮分数、帯分数 

小数 

小数の加法、減法

（
 

   
の位まで） 

分数（同分母）の

加法、減法 

整数の除法 

（３位数、２位数÷ 

１位数、２位数） 

筆算 

整数の四則計算の

定着と活用 

整数の性質 

（偶数と奇数、 

約数と倍数、素数） 

整数と小数の記数法 

分数、通分、約分 

分数（異分母）の

加法、減法 

小数の乗法、除法

（
 

   
の位まで） 

小数、分数の計算の

能力の定着 

正の数・負の数 

文字を用いた式 

一元一次方程式 

文字を用いた式の

四則計算 

連立二元一次方程式 二次方程式 

文字を用いた式 

一次関数 
④【変化と関係/関数】 

育ってほしい姿 

●ゲームや運動会な

どで数や回数を競

ったり、人数をそ

ろえて競ったりす

る中で、考えたり、

予想したり、工夫

したりするなど、多

様な関わりを楽し

むようになる。 

 

●集めたものの数を

数えたり、あげた

り、もらったり、友

達と等しく分けた

りする中で、自ら

の必要感に基づき

これらを活用し、

興味や関心、感覚

を も つ よう に な

る。 

 

●身の周りの数字に

興味をもち、自ら

の必要感に基づき

これらを活用し、

興味や関心、感覚

を も つ よう に な

る。 
乗数が１ずつ増減

したときの積の

変化 

数の大小や順序 ものと物との対応 

数量の関係を表す式 
式による表現 

（加法、減法） 

四則に関して 

成り立つ性質 

数量の関係を表す式 
式による表現 

（除法、□を 

用いた式） 

式による表現 

（加減の相互関係、 

乗法） 

伴って変わる 

二つの数量の関係 
④【変化と関係/関数】 

千万の 

位までの数、１億 

平方根 

図形の相似 

②【図形】 

三平方の定理 

②【図形】 

比 
④【変化と関係/関数】 

分数の乗法、除法 

（乗数、除数が整数） 

（乗数、除数が分数） 

○知○内 正の数と負の数の必

要性と意味 

○知○思○内正の数と負の数の

四則計算 

○知○思 正の数と負の数を具

体的な場面で活用するこ

と 

○内 自然数を素数の積として表

すこと 

○知 二元一次方程式とその解の

意味 

○知 連立二元一次方程式の必要性

と意味及びその解の意味 

○知○思 連立二元一次方程式を

解くこと 

○思 連立二元一次方程式を

具体的な場面で活用する

こと 

○知○思 整式の加法と減法及び

単項式の乗法と除法の計算 

○知 文字を用いた式で数量

及び数量の関係を捉え、

説明できること 

○知 目的に応じた式の変形 

○思 文字を用いた式を具体的な

場面で活用すること 

○知 数の平方根の必要性と

意味 

○知○思 数の平方根を含む

式の計算 

○知○思 平方根を具体的な

場面で活用すること 

○内 誤差や近似値 

○知 単項式と多項式の乗法及

び多項式を単項式で割る除

法 

○知○思 一次式の乗法、式の展

開と因数分解 

○思 文字を用いた式で数量及

び数量の関係を捉え説明

すること 

○知 二次方程式の必要性と意

味及びその解の意味 

○知○思○内 因数分解したり平

方の形に変形したりして解く

こと 

○知 解の公式を知り、二次方程

式を解くこと 

○思 二次方程式を具体的な場

面で活用すること 

式の展開と因数分解 

○知 個数を比べること 

○知 個数や順番を数えること 

○知 数の大小、順序と数直線 

○知 一つの数をほかの数の和

や差としてみること 

○知 ２位数の表し方 

○知 簡単な場合の３位数の

表し方 

○知 十を単位とした数の見方 

○知 まとめて数えたり等分し

たりすること 

○知 １位数の加法とその逆の減

法の計算 

○知 簡単な場合の２位数などの

加法、減法 

○知 加法、減法が用いられる

場合とそれらの意味 

○知 加法、減法の式 

○知
１

２
、

１

３
などの簡単な分数 

○知 加法や減法、乗法に関して

成り立つ性質 

○知 加法と減法との相互関係 

○知 乗法が用いられる場合とそ

の意味 

○知 まとめて数えたり、分類

して数えたりすること 

○知 十進位取り記数法 

○知 数の相対的な大きさ 

○知 一つの数を他の数の積

としてみること 

○知 数による分類整理 

○知 ２位数の加法とその逆の

減法 

○知 簡単な場合の３位数など

の加法、減法 

○知 乗法の式 ○知 乗法九九 

○知 簡単な場合の２位数と１

位数との乗法 

○知 除法が用いられる場合と

その意味 

○知 除法の式 

○知 除法と乗法、減法との関係 

○知 １０倍、１００倍、 

 １０００倍、
１

１０
倍、

１

１００
倍 

 などの大きさ 

○知 分数の乗法及び除法の意味 

○知 分数の除法及び除法の計算 

○知 計算に関して成り立つ性質

の分数への適用 

○思 数の意味と表現、計算につ

いて成り立つ性質に着目し、計

算の仕方を多面的に捉え考

えること 

○知 文字を用いた式 

○思 問題場面の数量の関係

に着目し、数量の関係を簡

潔かつ一般的に表現した

り、式の意味を読み取った

りすること 

○知 数量の関係を表す式  

○思 二つの数量の対応や変

わり方に着目し、簡単な式

で表されている関係につ

いて考察すること 

○知 文字を用いることの必要性と

意味 

○知 文字を用いた式における

乗法と除法の表し方を知る

こと 

○思 一次式の加法と減法 

○知○内 式を用いて表したり読

み取ったりすること 

○知 方程式の必要性と意味及び

方程式の中の文字や解の意味 

○知○思 一元一次方程式を解くこ

と 

○思○内 一元一次方程式を具

体的な場面で活用すること 

○知 小数を用いた倍 

○知 四則に関して成り立つ

性質 

○思 数量の関係に着目し、

計算に関して成り立つ

性質を用いて計算の仕

方を考えること 

○知 被除数、除数、商及び余り

の間の関係 

○知 除数と商が１位数の場合の

除法の計算 

○知 簡単な場合の除数が１位数

で商が 2位数の除法 

○知 そろばんによる数の表し方 

○知 そろばんによる計算の仕方 

○知 異分母の分数の加法、減法 

○思 分数の意味や表現に着目し、

計算の仕方を考えること 

 

「幼児期」の欄は、

小学校以降の学びと

つながりが見られる

幼児期の姿を例示し

ています。 

横のつながりは、１５年間を通

して系統的に学ぶイメージを示

しています。 

 

【小学校】 

黄色の吹き出しは、単元ごとにどの様な学習が行われてい

るのか具体的に分かるように学習内容を示しています。 

 ○知：知識及び技能 

 ○思：思考力、判断力、表現力等 

 

【中学校】 

黄色の吹き出しは、どの様な学習が行われているのか具

体的に分かるように学習内容を示しています。 

 ○知：知識及び技能 

 ○思：思考力、判断力、表現力等 

 ○内：内容の取扱い 

 

     で囲まれた単元は、つながりのある

他の領域の単元です。【 】は領域名です。 
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２位数 

簡単な場合の 

３位数 

１位数の加法 

その逆の減法 

簡単な２位数 

などの加法、減法 

４位数までの数 

１万 

簡単な分数 

２位数の加法 

その逆の減法 

（筆算） 

簡単な３位数など

の加法、減法 

乗法（乗法九九） 

簡単な場合の 

２位数×１位数、 

１位数×２位数 

小数（
 

  
の位まで） 

分数 

３位数、４位数の

加法、減法 

小数の加法、減法

（
 

  
の位） 

簡単な場合の 

分数の加法、減法 

乗法（３位数、 

２位数×１位数、 

２位数） 

筆算 

除法（÷１位数、 

商が１位数、２位数） 

そろばん そろばん 

億、兆の 

位までの数 

概数、四捨五入 

分数、真分数、 

仮分数、帯分数 

小数 

小数の加法、減法

（
 

   
の位まで） 

分数（同分母）の

加法、減法 

整数の除法 

（３位数、２位数÷ 

１位数、２位数） 

筆算 

整数の四則計算の

定着と活用 

整数の性質 

（偶数と奇数、 

約数と倍数、素数） 

整数と小数の記数法 

分数、通分、約分 

分数（異分母）の

加法、減法 

小数の乗法、除法

（
 

   
の位まで） 

小数、分数の計算の

能力の定着 

正の数・負の数 

文字を用いた式 

一元一次方程式 

文字を用いた式の

四則計算 

連立二元一次方程式 二次方程式 

文字を用いた式 

一次関数 
④【変化と関係/関数】 

育ってほしい姿 

●ゲームや運動会な

どで数や回数を競

ったり、人数をそ

ろえて競ったりす

る中で、考えたり、

予想したり、工夫

したりするなど、多

様な関わりを楽し

むようになる。 

 

●集めたものの数を

数えたり、あげた

り、もらったり、友

達と等しく分けた

りする中で、自ら

の必要感に基づき

これらを活用し、

興味や関心、感覚

を も つ よ う に な

る。 

 

●身の周りの数字に

興味をもち、自ら

の必要感に基づき

これらを活用し、

興味や関心、感覚

を も つ よ う に な

る。 
乗数が１ずつ増減

したときの積の

変化 

数の大小や順序 ものと物との対応 

数量の関係を表す式 
式による表現 

（加法、減法） 

四則に関して 

成り立つ性質 

数量の関係を表す式 

式による表現 

（除法、□を 

用いた式） 

式による表現 

（加減の相互関係、 

乗法） 

伴って変わる 

二つの数量の関係 
④【変化と関係/関数】 

千万の 

位までの数、１億 

平方根 

図形の相似 

②【図形】 

三平方の定理 

②【図形】 

比 
④【変化と関係/関数】 

分数の乗法、除法 

（乗数、除数が整数） 

（乗数、除数が分数） 

○知○内 正の数と負の数の必

要性と意味 

○知○思○内正の数と負の数の

四則計算 

○知○思 正の数と負の数を具

体的な場面で活用するこ

と 

○内自然数を素数の積として表

すこと 

○知二元一次方程式とその解の

意味 

○知連立二元一次方程式の必要性

と意味及びその解の意味 

○知○思 連立二元一次方程式を

解くこと 

○思 連立二元一次方程式を

具体的な場面で活用する

こと 

○知○思 整式の加法と減法及び

単項式の乗法と除法の計算 

○知 文字を用いた式で数量

及び数量の関係を捉え、

説明できること 

○知目的に応じた式の変形 

○思文字を用いた式を具体的な

場面で活用すること 

○知 数の平方根の必要性と

意味 

○知○思数の平方根を含む

式の計算 

○知○思 平方根を具体的な

場面で活用すること 

○内誤差や近似値 

○知 単項式と多項式の乗法及

び多項式を単項式で割る除

法 

○知○思 一次式の乗法、式の展

開と因数分解 

○思 文字を用いた式で数量及

び数量の関係を捉え説明

すること 

○知 二次方程式の必要性と意

味及びその解の意味 

○知○思○内 因数分解したり平

方の形に変形したりして解く

こと 

○知解の公式を知り、二次方程

式を解くこと 

○思 二次方程式を具体的な場

面で活用すること 

式の展開と因数分解 

○知個数を比べること 

○知個数や順番を数えること 

○知数の大小、順序と数直線 

○知一つの数をほかの数の和

や差としてみること 

○知２位数の表し方 

○知 簡単な場合の３位数の

表し方 

○知十を単位とした数の見方 

○知 まとめて数えたり等分し

たりすること 

○知 １位数の加法とその逆の減

法の計算 

○知 簡単な場合の２位数などの

加法、減法 

○知 加法、減法が用いられる

場合とそれらの意味 

○知加法、減法の式 

○知
１

２
、

１

３
などの簡単な分数 

○知 加法や減法、乗法に関して

成り立つ性質 

○知加法と減法との相互関係 

○知乗法が用いられる場合とそ

の意味 

○知 まとめて数えたり、分類

して数えたりすること 

○知十進位取り記数法 

○知数の相対的な大きさ 

○知一つの数を他の数の積

としてみること 

○知数による分類整理 

○知 ２位数の加法とその逆の

減法 

○知 簡単な場合の３位数など

の加法、減法 

○知乗法の式 ○知乗法九九 

○知 簡単な場合の２位数と１

位数との乗法 

○知除法が用いられる場合と

その意味 

○知除法の式 

○知除法と乗法、減法との関係 

○知１０倍、１００倍、 

 １０００倍、
１

１０
倍、

１

１００
倍 

 などの大きさ 

○知分数の乗法及び除法の意味 

○知分数の除法及び除法の計算 

○知 計算に関して成り立つ性質

の分数への適用 

○思数の意味と表現、計算につ

いて成り立つ性質に着目し、計

算の仕方を多面的に捉え考

えること 

○知文字を用いた式 

○思 問題場面の数量の関係

に着目し、数量の関係を簡

潔かつ一般的に表現した

り、式の意味を読み取った

りすること 

○知数量の関係を表す式  

○思 二つの数量の対応や変

わり方に着目し、簡単な式

で表されている関係につ

いて考察すること 

○知文字を用いることの必要性と

意味 

○知 文字を用いた式における

乗法と除法の表し方を知る

こと 

○思一次式の加法と減法 

○知○内式を用いて表したり読

み取ったりすること 

○知 方程式の必要性と意味及び

方程式の中の文字や解の意味 

○知○思一元一次方程式を解くこ

と 

○思○内一元一次方程式を具

体的な場面で活用すること 

○知小数を用いた倍 

○知 四則に関して成り立つ

性質 

○思 数量の関係に着目し、

計算に関して成り立つ

性質を用いて計算の仕

方を考えること 

○知 被除数、除数、商及び余り

の間の関係 

○知 除数と商が１位数の場合の

除法の計算 

○知 簡単な場合の除数が１位数
で商が2位数の除法 

○知そろばんによる数の表し方 

○知そろばんによる計算の仕方 

○知異分母の分数の加法、減法 

○思分数の意味や表現に着目し、

計算の仕方を考えること 
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算数／数学②【図形】 
      

幼児期 小学校   中学校 

～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

 

身の回りにある 

ものの形 

三角形 

四角形 

正方形 

長方形 

直角三角形 

箱の形 

二等辺三角形 

正三角形 

円と球 

平行四辺形 

ひし形 

台形 

立方体 直方体 

ものの位置の 

表し方 

多角形や正多角形 

図形の合同 

角柱と円柱 

縮図や拡大図 

対称な図形 

空間図形 

図形の合同 

円周角と中心角 

三平方の定理 角柱や円柱の体積 

比 
④【変化と関係/関数】 

育ってほしい姿 

●遊びや生活の中

で、木の葉など、形

が同じで大きさが違

う物に興味や関心、

感覚をもつようにな

る。 

 

●ブロックや積み木

で遊ぶことを通し

て、立体図形に親し

み、興味や関心、感

覚をもつようにな

る。 

 

●身の回りの物の形

を「さんかく、しかく、

まるい」と言った言

葉で表し、そのイメ

ージを友達と共有す

ることで、表現する

喜びを味わい、意欲

をもつようになる。 

角 

面積 

cm2，m2，km2，a，ha 

体積 cm3，m3 

平面図形の面積 

概形とおよその面積 

円の面積 

円周率 

平行 

垂直 

基本的な平面図形

と平行線の性質 
平面図形 図形の相似 

平方根 
①【数と計算/数と式】 

○知○思基本的な作図 

○知○思 平行移動、対称移動

及び回転移動 

○思○内 作図や図形の移動を

具体的な場面で活用するこ

と 

○知相似の意味及び三角形

の相似条件 

○思 図形の基本的な性質を理

論的に確かめること 

○思 平行線と線分の比につい

ての性質 

○知 相似比と面積比や体積比

との関係 

○思 相似な図形の性質を具体

的な場面で活用すること 

○知 円周角と中心角の関係
の意味 

○思 円周角と中心角の関係
を見いだすこと 

○知○内 円周角と中心角の関

係が証明できることを知る
こと 

○思 円周角と中心角の関係

を具体的な場面で活用する
こと 

○知三平方の定理の意味 

○思三平方の定理を見いだす

こと 

○知 三平方の定理を証明で

きることを知ること 

○思三平方の定理を具体的な

場面で活用すること 

○知形とその特徴の捉え方 

○知形の構成と分解 

○知方向やものの位置 

○思ものの形に着目し、身の回

りにあるものの特徴を捉え

たり、具体的な操作を通し

て形の構成について考えた

りすること 

○知 正方形や長方形の面で

構成される箱の形 

○思図形を構成する要素に着

目し、構成の仕方を考えると

ともに、身の回りのものの形

を図形として捉えること 

○知立方体、直方体 

○知直線や平面の平行や垂直の

関係 

○知見取り図、展開図 

○思 図形を構成する要素及び

それらの位置関係に着目し、

立体図形の平面上での表現

や構成の仕方を考察し図形の

性質を見いだすとともに、日

常生活の事象を図形の性

質から捉え直すこと 

○知正方形、長方形の面積測定 
○知 立方体及び直方体の体積の

計算による求め方 

○知 三角形、平行四辺形、ひし形

及び台形の面積の計算によ

る求め方 

○思図形を構成する要素などに着

目して、基本図形の面積の求

め方を見いだすとともに、そ

の表現を振り返り、簡潔かつ

的確な表現に高め、公式と

して導くこと 

○知三角形、四角形 

○思 図形を構成する要素に着

目し、構成の仕方を考えると

ともに、身の回りのものの形

を図形として捉えること 

○知正方形、長方形と直角三角形 

○思 図形を構成する要素に

着目し、構成の仕方を考える

とともに、身の回りのものの

形を図形として捉えること 

○知二等辺三角形、正三角形 

○知角 

○思 図形を構成する要素に着

目し、構成の仕方を考えると

ともに、図形の性質を見い

だし、身の回りのものの形

を図形として捉えること 

○知円、球 

○思図形を構成する要素に着

目し、構成の仕方を考えると

ともに、図形の性質を見い

だし、身の回りのものの形

を図形として捉えること 

○知ものの位置の表し方 

○思平面や空間における位置を

決める要素に着目し、その位

置を数を用いて表現する方

法を考察すること 

○知直線の平行や垂直の関係 

○思図形を構成する要素及びそ

れらの位置関係に着目し、構

成の仕方を考察し図形の性

質を見いだすとともに、その

性質を基に既習の図形を捉

え直すこと 

○知平行四辺形、ひし形、台形 

○思図形を構成する要素及びそ

れらの位置関係に着目し、構

成の仕方を考察し図形の性

質を見いだすとともに、その

性質を基に既習の図形を捉

え直すこと 

○知回転の大きさ 

○知角の大きさの単位と測定 

○知 図形の形や大きさが決まる

要素と図形の合同 

○思 図形を構成する要素及び

図形間の関係に着目し、構成

の仕方を考察したり、図形の

性質を見いだし、その性質を

筋道を立てて考え説明したり

すること 

○知多角形についての簡単な性

質 

○知正多角形 

○知角柱や円柱 

○思図形を構成する要素に着

目し、図形の性質を見いだすと

ともに、その性質を基に既習

の図形を捉え直すこと 

○知概形とおよその面積 

○思図形を構成する要素や性

質に着目し、筋道を立てて面

積などの求め方を考え、それ

を日常生活に生かすこと 

○知縮図や拡大図 

○思図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し、構成

の仕方を考察したり図形の性質を見いだしたりするとと

もに、その性質を基に既習の図形を捉え直したり、日常

生活に生かしたりすること 

○知対称な図形 

○思 図形を構成する要素及び

図形間の関係に着目し、構成

の仕方を考察したり図形の性

質を見いだしたりするととも

に、その性質を基に既習の図

形を捉え直したり、日常生活

に生かしたりすること 

○知円の面積の求め方 

○思 図形を構成する要素などに着目し、基本図形の面積の

求め方を見いだすとともに、その表現を振り返り、簡潔か

つ的確な表現に高め、公式として導くこと 

○知 角柱及び円柱の体積の

求め方 

○思図形を構成する要素に着

目し、基本図形の体積の求

め方を見いだすとともに、そ

の表現を振り返り、簡潔かつ

的確な表現に高め、公式とし

て導くこと 

○知 空間における直線や平面の

位置関係 

○思平面図形の運動による空間図

形の構成 

○思○内空間図形を平面上に表

現し、性質を見いだすこと 

○知扇形の弧の長さの面積 

○知○思立体図形の表面積や体積

の求め方を考察し表現するこ

と 

○知 合同の意味と三角形の合同

条件 

○知証明の必要性と意味及びそ

の方法 

○思 三角形や平行四辺形の

基本的な性質を論理的に

確かめること 

○思 証明を読んで新たな性質を

見いだすこと 

○思 三角形や平行四辺形の性質

などを具体的な場面で活用

すること 

○内 正方形、ひし形、長方形が

平行四辺形の特別な形で

あること 

○知平行線や角の性質 

○知 多角形の角についての性

質が見いだせることを知る

こと 

○思 基本的な平面図形の性質を

見いだし、それらを確かめて

説明すること 
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算数／数学③【測定】 
      

幼児期 小学校   中学校 

～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

 

どちらが長い 

どちらが広い 

時刻の読み方 

長さの単位と測定 

 mm，cm，m 

かさの単位と測定 

 mL，dL，L 

時間の単位 

長さ、重さの単位

と測定 

 km，g，kg，t 

単位や計器の選択 

時刻と時間 

面積 

m2，m2，km2，a，ha 

②【図形】 

平面図形の面積 

②【図形】 

体積 

cm3，m3 

②【図形】 

概形とおよその面

積 

②【図形】 

円の面積 

②【図形】 

角柱、円柱の体積

②【図形】 

空間図形 

②【図形】 

平面図形 

②【図形】 

角柱と円柱 

②【図形】 

育ってほしい姿 

●輪つなぎなど、制

作したものの長さ

を比べたり、鬼ごっ

こなどで、遊びが楽

しくなるよう、逃げ

たり隠れたりする

範囲（広さ）を調整

したりするなど、自

らの必要感に基づ

きこれらを活用し、

興味や関心、感覚

をもつようになる。 

 

●遊びや生活の中

で、水道から水を

注ぎ、蛇口の調節

によって水がうまく

入ることや早く入る

ことを知り、「時計

の長い針が一番下

を指すまで」といっ

た指示を聞いて、

量に関する感覚を

もつようになる。 

 

●収穫した野菜の数

や大きさを比べた

り、運んで重さを実

感したりすること

で、興味や関心、感

覚をもつようにな

る。 

どちらがおおい 

【どちらが長い】 

○知長さの直接比較、間接比較 

○知 任意単位を用いた大きさの

比べ方 

○思身の回りにあるものの長

さに着目し、長さの比べ

方を見いだすこと 

【どちらが広い】 

○知面積の直接比較 

○知 任意単位を用いた大きさの

比べ方 

○思身の回りにあるものの面

積に着目し、面積の比べ

方を見いだすこと 

○知時刻の読み方 

○思 時刻の読み方を用いて、

時刻と日常生活を関連付

けること 

○知体積の直接比較、間接比較 

○知 任意単位を用いた大きさの

比べ方 

○思身の回りにあるものの体

積に着目し、体積の比べ

方を見いだすこと 

○知長さの単位と測定 

○知およその見当と適切な単

位 

○思身の回りのものの特徴に着

目し、目的に応じた単位で量

の大きさを的確に表現した

り、比べたりすること 

○知かさの単位と測定 

○知およその見当と適切な単

位 

○思身の回りのものの特徴に着

目し、目的に応じた単位で量

の大きさを的確に表現した

り、比べたりすること 

○知時間の単位と関係 

○思 時間の単位に着目し、時刻

や時間を日常生活に生かす

こと 

○知適切な単位と計器の選択 

○思 身の回りのものの特徴に

着目し、単位の関係を統

合的に考察すること 

○知長さや重さの単位と測定 

○思 身の回りのものの特徴に

着目し、単位の関係を統

合的に考察すること 

○知時間の単位（秒） 

○知時刻や時間を求めること 

○思 時間の単位に着目し、時刻

や時間の求め方について

考察し、日常生活に生かす

こと 
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算数／数学④【変化と関係／関数】 
      

幼児期 小学校   中学校 

～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

 

連立二元一次 

方程式 
①【数と計算・数と式】 

一次関数 関数y =a x2 比例、反比例 比例と反比例 

比 

簡単な場合の 

比例の関係 

伴って変わる 

二つの数量の関係 

乗数が１ずつ増減

したときの積の変化 

①【数と計算・数と

式】 

数の大小や順序 
①【数と計算・数と式】 

ものと物との対応 
①【数と計算・数と式】 

文字を用いた式 

①【数と計算・数と式】 

数量の関係を 

表す式 
①【数と計算・数と式】 

数量の関係を 

表す式 
①【数と計算・数と式】 

式による表現 

（除法、 

□を用いた式） 
①【数と計算・数と式】 

式による表現 

（加減の相互関係、

乗法） 
①【数と計算・数と式】 

式による表現 

（加法、減法） 
①【数と計算・数と式】 

四則に関して 

成り立つ性質 
①【数と計算・数と式】 

育ってほしい姿 

●クレヨンを 2 箱持

ってくると本数が 2

倍になることや、同

じ積み木を 3 つ持

つと重さは 3 倍に

なること等に気付

き、自ら判断した

り、考え直したりす

るなど、新しい考え

を生み出す喜びを

味わいながら、自

分の考えをよりよ

いものにするよう

になる。 

 

●折り紙を分けると

き、分ける人数が増

えるほど、１人当た

りの枚数が減ること

等に気付き、自ら判

断したり、考え直し

たりするなど、新し

い考えを生み出す

喜びを味わいなが

ら、自分の考えをよ

りよいものにするよ

うになる。 

図形の相似 

②【図形】 

比例式 
④【変化と関係/関数】 

正負の数 
①【数と計算・数と

式】 

割合 

百分率 

簡単な場合に 

ついての割合 

○知関数関係の意味 

○知比例、反比例 

○知座標の意味 

○知 比例、反比例の表、式、

グラフ 

○思比例、反比例の変化や対応

の特徴を見いだすこと 

○思比例、反比例を用いて具

体的な事象を捉え考察し表

現すること 

○知事象と関数y =a x
2
 

○知いろいろな事象と関数 

○思 関数 y =a x
2
の表、式、

グラフとそれらの相互関係 

○思関数 y =a x
2
を用いて具

体的な事象を捉え考察し表

現すること 

○知変化の様子と表や式、折

れ線グラフ 

○思 伴って変わる二つの数量

を見いだして、それらの関

係に着目し、表や式を用

いて変化や対応の特徴を

考察すること 

○知比例の関係の意味や性質 

○知 比例の関係を用いた問題

解決の方法 

○知反比例の関係 

○思伴って変わる二つの数量を見

いだして、それらの関係に着目

し、目的に応じて表や式、グラ

フを用いてそれらの関係を表

現して、変化や対応の特徴

を見いだすとともに、それら

を日常生活に生かすこと 

○知簡単な場合についての割

合 

○思 日常の事象における数量

の関係に着目し、図や式な

どを用いて、ある二つの数

量の関係と別の二つの数

量の関係との比べ方を考察

すること 

【異種の二つの量の割合】 

○知 速さなど単位量当たりの

大きさ 

○思 異種の二つの数量の割合と

して捉えられる数量の関係

に着目し、目的に応じて大

きさを比べたり表現 した

りする方法を考察し、それ

らを日常の生活に生かす

こと 

【割合】 

○知割合 ○知百分率 

○思 日常の事象における数量の

関係に着目し、図や式などを

用いてある二つの数量の関

係と別の二つの数量の関係

との比べ方を考察し、それ

を日常生活に生かすこと 

○知簡単な場合の比例の関係 

○思 伴って変わる二つの数量を

見いだして、それらの関係に着

目し、表や式を用いて変化や

対応の特徴を考察すること 

○知比 

○思 日常の事象における数量の関係に着目し、

図形や式などを用いて数量の関係の比べ

方を考察し、それを日常生活に生かすこと 

○知事象と一次関数 

○知二元一次方程式を関数を

表す式とみること 

○思 一次関数の表、式、グラフと

それらの相互関係 

○思 一次関数を用いて具体的な

事象を捉え考察し表現する

こと 
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算数／数学⑤【データの活用】 
      

幼児期 小学校   中学校 

～５歳  １年 ２年 ３年 ４年  ５年 ６年 １年 ２年 ３年 

           

起こり得る場合 

多数の観察や多数

回の試行によって

得られる確率 

標本調査 
データの分析の

傾向 

データの代表値 

柱状グラフ 

円グラフ 

帯グラフ 
表と折れ線グラフ 表と棒グラフ 簡単な表やグラフ 

絵や図を用いた 

数量の表現 

平均 

データの分析の

比較 

育ってほしい姿 

●くつ箱等の位置を、

上から○番目、右か

ら○番目と表すなど

自らの必要感に基

づきこれらを活用

し、興味や関心、感

覚をもつようにな

る。 

 

●園庭で拾った物の

絵を描いたり、実物

を貼って地図にまと

めたりする中で、感

じたことや考えたこ

とを自分で表現した

り、友達同士で表現

する過程を楽しん

だりし、表現する喜

びを味わい、意欲を

もつようになる。 

場合の数を基に 

して得られる確率 

○知ヒストグラムの必要性と意

味 

○知 相対度数などの必要性と

意味 

○知○思 データの分析の傾向を

読み取り、批判的に考察し

判断すること 

○知○思コンピュータなどの情

報手段を用いること 

○知 多数の観察や多数回の

試 行 によって得 られる確

率の必要性と意味 

○思 不確定な事象の起こりや

すさの傾向を読み取り表

現すること 

○知四分位範囲や箱ひげ図の

必要性と意味 

○思四分位範囲や箱ひげ図を

用いて批判的に考察し判断す

ること 

○知 場合の数を基にして得られる

確率の必要性と意味 

○知○思 簡単な場合について確率

を求めること 

○思確率を用いて不確定な事象を

捉え考察し、表現すること 

○知標本調査の必要性と意味 

○知無作為に標本を取り出し、

整理すること 

○思標本調査の方法や結果

を批判的に考察し表現す

ること 

○思 標本調査を行い、母集団

の傾向を推定し判断するこ

と 

○知データの分類整理と表 

○知棒グラフの特徴と用い方 

○思 データを整理する観点に

着目し、身の回りの事象に

ついて表やグラフを用いて

考察して、見いだしたことを

表現すること 

○知二つの観点から分類整理す

る方法 

○知折れ線グラフの特徴と用

い方 

○思 目的に応じてデータを

集めて分類整理し、データの

特 徴 や傾 向 に着 目 し、

問 題 を解 決 するために

適切なグラフを選択して

判断し、その結論について

考察すること 

○知 円グラフや帯グラフの特徴

と用い方 

○知統計的な問題解決の方法 

○思 目的に応じてデータを集

めて分類整理し、データの

特徴や傾向に着目し、問

題を解決するために適切

なグラフを選択して判断

し、その結論について多面

体に捉え考察すること 

○知平均の意味 

○思 概括的 に捉えることに着

目 し、測 定 した結 果 を平

均 する方 法 について考察

し、それを学習や日常生活

に生かすこと 

○知代表値の意味や求め方 

○知 度数分布を表す表やグラフ

の特徴と用い方 

○知 目的に応じた統計的な問題

解決の方法 

○思 目的に応じてデータを集

めて分類し、データの特

徴や傾向に着目し、代表

値などを用いて問題の結論

について判断するととも

に、その妥当性について

批判的に考察すること 

○知絵や図を用いた数量の表現 

○思 データの個数に着目し、

身の回りの事象の特徴を

捉えること 

○知簡単な表やグラフ 

○思データを整理する観点に着

目し、身の回りの事象につい

て表やグラフを用いて考察

すること 

○知起こり得る場合 

○思 事象の特徴に着目し、順序

よく整理する観点を決めて、

落ちや重なりなく調べる方

法を考察すること 


